
期
　
日
　
二
〇
一
八
年
十
月
六
日
（
土
）・
七
日
（
日
）

会
　
場
　
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

日
本
中
国
学
会　

第
七
十
回
大
会
要
項

日 

本 

中 

国 

学 

会

〒 113-0033　東京都文京区本郷 7-3-1
東京大学文学部中国語中国文学研究室内

日本中国学会第 70 回大会準備会
TEL／FAX  03-5841-3823

※当日連絡先　050-5806-9623
E-mail　japansinology70@gmail.com

池袋
上野

新宿
東京

吉祥寺
明大前

下北沢 駒
場
東
大
前

東京大学
駒場キャンパス

渋谷 品川

京王井の頭線

京王線

小田急小田原線

JR 中央線

JR 山手線

〈大会会場〉
東京大学駒場キャンパス

【アクセス】
　JR 渋谷駅から京王井の頭線（吉祥寺方面行各駅停車）に

乗り、駒場東大前駅で下車、東口（渋谷寄り）から徒歩 0分。

※急行は停車しませんのでご注意ください。

※エレベーターは西口にのみ設置されています。

※�小田急線下北沢駅・京王線明大前駅でも京王井の頭線に乗

り換え可能です。

〈懇親会会場〉
　コミュニケーションプラザ南館（生協食堂）２階

※大会会場は東京大学本郷キャンパスではありません。

　ご注意ください。
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拝
啓

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
回
大
会
を
、
来
る
十
月
六
日
（
土
）
及
び
七
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、�

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
第
七
十
回
に
あ
た
り
、
記
念
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
そ
の
他
の
企
画
を
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
会
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
用
し
、
必
要
な
項
目
に
○
印
を
つ
け
、
合
計
振
込
金
額
を
ご
記
入
の
う
え
、�

二
〇
一
八
年
九
月

十
四
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
消
印
は
九
月
十
四
日
ま
で
を
有
効
と
し
、
振
替
受
領
証
を
も
っ
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

振
替
受
領
証
は
、
諸
会
費
支
払
い
済
み
の
証
明
書
と
し
て
受
付
に
て
ご
提
示
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、�

大
会
参
加

の
際
に
は
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

敬
具

　
　

二
〇
一
八
年
八
月
十
八
日

日�

本�

中�

国�

学�

会�

理�

事�

長　
　
　

土　

田　

健
次
郎　

第
七
十
回
大
会
準
備
会
代
表　
　
　

大　

木　
　
　

康　

会�

員�

各�

位
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日本中国学会第七十回大会
2018 年 10 月 5 日（金）～ 7日（日）

曰　　　時 行　　　事 会　　　場

5曰
（金）

13：00 理事会 駒場ファカルティハウス
（国際学術交流会館）セミナー室

15：00 次期評議員会 駒場ファカルティハウス
（国際学術交流会館）セミナー室

15：45 評議員会 駒場ファカルティハウス
（国際学術交流会館）セミナー室

6曰
（土）

9：30 受付開始 1号館�108 教室

10：00 開会式 第四会場　21KOMCEE�West��
　　　　　レクチャーホール

10：30 ～
12：00 研究発表� （各会場）

I.�� 哲学・思想部会 第一会場　21KOMCEE�East�211
II.� 日本漢文部会 第二会場　21KOMCEE�East�212
III.�文学・語学部会 第三会場　21KOMCEE�East�213
IV.��文学・語学部会 第四会場　21KOMCEE�West�

　　　　　レクチャーホール

12：20 記念撮影 1号館前（雨天の場合　21KOMCEE�
West レクチャーホール）

12：30 各種委員会 1号館 1階各教室
14：00 記念シンポジウム 第五会場　900 番教室（講堂）
16：30 総会 第五会場　900 番教室（講堂）

18：00 懇親会 コミュニケーションプラザ南館
（生協食堂）2階

7曰
（日）

9：30 受付開始 21KOMCEE�East�入口ロビー
10：00 ～
12：00 研究発表� （各会場）

I.�� 哲学・思想部会 第一会場　21KOMCEE�East�211
II.� 文学・語学部会 第二会場　21KOMCEE�East�212
III.��文学・語学部会 第三会場　21KOMCEE�East�213
IV.�次世代シンポジウム 第四会場　21KOMCEE�West��

　　　　　レクチャーホール

12：00 理事会 駒場ファカルティハウス
（国際学術交流会館）セミナー室

13：00~
15：00 研究発表� （各会場）

II.��日本漢文部会 第二会場　21KOMCEE�East�212
III.��文学・語学部会 第三会場　21KOMCEE�East�213
IV.�次世代シンポジウム 第四会場　21KOMCEE�West�

　　　　　レクチャーホール

15：10 閉会式 第四会場　21KOMCEE�West�
　　　　　レクチャーホール

※各種委員会教室（1号館）
大会委員会：115　　　出版委員会：116　　　論文審査委員会：114
研究推進・国際交流委員会：118　　　広報委員会：119
選挙管理委員会：117　　　将来計画特別委員会：120

◆学会事務局 /大会準備会控室　　21KOMCEE�West�301
◆休憩室　　�21KOMCEE�West 地階MMホール及びカフェテリアスペース�

（カフェテリアは休業）
◆手荷物預かり� （6 日）　1号館�107 教室
� （7 日）　21KOMCEE�East�入口ロビー
　�※ 6 日（土曜日）の手荷物預かり所は、午後 6時で終了いたします。シン
ポジウム・総会の後にお引き取りいただき、懇親会会場にお進みください。
懇親会会場には荷物置き場を設けます。

◆書店・出版社展示　　21KOMCEE�East�214

1 号館 21KOMCEE�East

21KOMCEE�West
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第三会場 第四会場

21KOMCEE�East�213 21KOMCEE�West
レクチャホール

6日
（土）

10：00 ～ 10：20 【開会式】　21KOMCEE�West�レクチャーホール

文学・語学部会 文学・語学部会

10：30 ～ 11：00 III-1�劉斯倫（31） IV-1�呉雨彤（42）

11：00 ～ 11：30 III-2�林暁光（32） IV-2�中原理恵（43）

11：30 ～ 12：00 III-3�李曌宇（33） IV-3�頼思妤（44）

12：20 ～ 【記念撮影】　�1 号館前（雨天の場合　21KOMCEE�
West�レクチャーホール）

12：30 ～ 【各種委員会】　1号館 1階各教室

14：00 ～ 【記念シンポジウム】　第五会場　900 番教室（講堂）

16：30 ～ 【総会】　第五会場　900 番教室（講堂）

18：00 ～ 【懇親会】　�コミュニケーションプラザ南館�
（生協食堂）2階

7日
（日）

文学・語学部会 次世代シンポジウム

10：00 ～ 10：30 III-4�戦暁梅（34） IV-4【パネルディスカッ
ション】（45）
○佐藤大志・陳翀・中木
愛・川島優子・高西成介
（〇印は代表者）

10：30 ～ 11：00 III-5�孟夏（35）

11：00 ～ 11：30 III-6�張洋（36）

11：30 ～ 12：00 III-7�蕭涵珍（37）

12：00 ～ 13：00 【理事会】　�駒場ファカルティハウス�（国際学術交流会館）セミナー室

文学・語学部会 次世代シンポジウム

13：00 ～ 13：30 III-8 �種村由季子（38） IV-5【パネルディスカッ
ション】（47）
〇小松謙・井口千雪・�
岡崎由美・松浦智子
（〇印は代表者）

13：30 ～ 14：00 III-9 �鈴木政光（39）

14：00 ～ 14：30 III-10�渡部雄之（40）

14：30 ～ 15：00 III-11�趙偵宇（41）

15：10 ～ 【閉会式】　21KOMCEE�West�レクチャーホール

リアントマト、7日（日）はイタリアントマトのみ営業しています。キャン
パス周辺の飲食店はわずかです。
・�21KOMCEEの各教室は飲食禁止です。飲食は定められた場所でお願いい
たします。�
・�6 日の各種委員会、7日の理事会の出席者には昼食弁当が出ますので、お申
し込み頂くには及びません。
・臨時託児室のご案内は 56 ～ 57 頁をご覧ください。
・構内の駐車場は利用できません。公共交通機関をご利用ください。
・�6 日（土）昼の記念撮影は 1号館前で行います。かつての一高入学のクラス
写真もこの場所で撮影されています。ふるってご参加ください。�

の会場・時間帯一覧表研究発表・各種委員会等

第一会場 第二会場�

21KOMCEE�East�211 21KOMCEE�East�212

6 日
（土）

10：00 ～ 10：20 【開会式】　21KOMCEE�West�レクチャーホール

哲学・思想部会 日本漢文部会

10：30 ～ 11：00 I-1�横山裕（14） II-1�王侃良（20）

11：00 ～ 11：30 I-2�黒﨑恵輔（15） II-2�許家晟（21）

11：30 ～ 12：00 I-3�李麗（16） II-3�韓淑婷（22）

12：20 ～ 【記念撮影】　�1 号館前（雨天の場合　21KOMCEE�
West�レクチャーホール）

12：30 ～ 【各種委員会】　1号館 1階各教室

14：00 ～ 【記念シンポジウム】　第五会場　900 番教室（講堂）

16：30 ～ 【総会】　第五会場　900 番教室（講堂）

18：00 ～ 【懇親会】　�コミュニケーションプラザ南館�
（生協食堂）2階

7日
（日）

哲学・思想部会 文学・語学部会

10：00 ～ 10：30 I-4�溝本章治（17） II-4�段書暁（23）

10：30 ～ 11：00 I-5�劉珉（18） II-5�祝世潔（24）

11：00 ～ 11：30 I-6�王雯璐（19） II-6�関俊史（25）

11：30 ～ 12：00 II-7�剣持翔伍（26）

12：00 ～ 13：00 【理事会】　�駒場ファカルティハウス�（国際学術交流会館）セミナー室

日本漢文部会

13：00 ～ 13：30 II-8 �松村茂樹（27）

13：30 ～ 14：00 II-9 �下田章平（28）

14：00 ～ 14：30 II-10�廖海華（29）

14：30 ～ 15：00 II-11 青山大介（30）

15：10 ～ 【閉会式】　21KOMCEE�West�レクチャーホール

※氏名欄の（数字）は発表要旨掲載頁

◆諸会費
・大会参加費� 2,500 円（事前申込の場合 2,000 円）
・懇親会費� 5,000 円（院生 2,500 円）
・昼食弁当代� 1,000 円 / 一食
・写真代� 1,000 円

◆ご案内
・キャンパス内は全面禁煙です。ご協力をお願いします。
・�6 日（土）はコミュニケーションプラザ内の生協食堂及びレストラン�イタ
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Ⅰ　
第
一
会
場　
（
21
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｅ　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ　

２
１
１
）

十
月
六
日
（
土
）
午
前　
　
哲
学
・
思
想
部
会

Ⅰ
－
１　

秦
末
漢
初
の
法
家
思
想
に
お
け
る
「
度
」
と
「
道
」
に
関
す
る
一
考
察

�
―
君
主
の
恣
意
的
行
為
の
規
制
を
め
ぐ
っ
て
―
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

�
�

横
山　

裕
（
九
州
保
健
福
祉
大
学
）

�
�

　

司
会　

𢎭　

和
順
（
北
海
道
大
学
）

Ⅰ
－
２　

経
典
編
纂
材
料
と
し
て
の
「
記
」
に
つ
い
て
―
「
凡
例
」
の
事
例
を
中
心
に
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

黒
﨑　

恵
輔
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

井
ノ
口　

哲
也
（
東
京
学
芸
大
学
）

Ⅰ
－
３　

陳
元
贇
『
老
子
経
通
考
』
に
見
ら
れ
る
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
批
判
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）

�
�

李　

麗
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）　

�
�

�

司
会　

松
下　

道
信
（
皇
學
館
大
学
）

十
月
七
日
（
日
）
午
前　
　
哲
学
・
思
想
部
会　

Ⅰ
－
４　

朱
子
晩
年
の
意
義
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）�

溝
本　

章
治

�
�

�

司
会　

垣
内　

景
子
（
明
治
大
学
）

日
本
中
国
学
会
第
七
十
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅰ
－
５　

龍
場
前
後
に
お
け
る
王
陽
明
の
精
神
的
変
化
に
つ
い
て
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）�
劉　

珉
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）　

�
�

�
司
会　

林　

文
孝
（
立
教
大
学
）

Ⅰ
－
６　

マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
教
真
伝
実
録
』（
一
五
九
三
）
の
研
究

�

―
同
時
代
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

王　

雯
璐
（
東
京
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

葛
谷　

登
（
愛
知
大
学
）

 

Ⅱ　
第
二
会
場　
（
21
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｅ　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ　

２
１
２
）

十
月
六
日
（
土
）
午
前　
　
日
本
漢
文
部
会　
　

Ⅱ
－
１　

荻
生
徂
徠
の
「
訳
文
の
学
」
に
お
け
る
詩
文
論
用
語
に
つ
い
て
―
「
文
理
三
昧
」
を
中
心
に
―
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

�
�

王　

侃
良
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

高
山　

大
毅
（
駒
澤
大
学
）�

Ⅱ
－
２　
『
孫
子
国
字
解
』
と
荻
生
徂
徠
の
兵
学
思
想
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）�

許　

家
晟
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

�
�

�

司
会　

高
山　

大
毅
（
駒
澤
大
学
）
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Ⅱ
－
３　

佐
久
間
象
山
の
『
喪
礼
私
説
』
に
つ
い
て
―
幕
末
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
一
例
―
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）

�
�

韓　

淑
婷
（
九
州
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

吾
妻　

重
二
（
関
西
大
学
）

十
月
七
日
（
日
）
午
前　
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ
－
４　

新
し
い
英
雄
の
誕
生
―
科
学
小
説
か
ら
見
る
清
末
中
国
に
お
け
る
想
像
力
の
変
容
―
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）

�
�

段　

書
暁
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

武
田　

雅
哉
（
北
海
道
大
学
）

Ⅱ
－
５　
「
モ
ノ
」
を
語
る
新
文
学
―
一
九
二
〇
年
代
の
張
資
平
―
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

�
�

祝　

世
潔
（
京
都
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

松
岡　

純
子
（
長
崎
県
立
大
学
）

Ⅱ
－
６　

王
僧
虔
の
位
置
―
書
論
と
音
楽
論
の
分
析
か
ら
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

関　

俊
史
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

成
田　

健
太
郎
（
埼
玉
大
学
）

Ⅱ
－
７　

唐
代
に
お
け
る
蔡
邕
書
法
の
評
価
と
そ
の
影
響
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）

�
�

剣
持　

翔
伍
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

成
田　

健
太
郎
（
埼
玉
大
学
）

十
月
七
日
（
日
）
午
後　
　
日
本
漢
文
部
会

Ⅱ
－
８　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
岡
倉
天
心
旧
蔵
漢
籍
に
つ
い
て
（
十
三
時
～
十
三
時
三
十
分
）

�
�

松
村　

茂
樹
（
大
妻
女
子
大
学
）

�
�

�
司
会　

山
口　

謡
司
（
大
東
文
化
大
学
）

Ⅱ
－
９　

中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―
収
蔵
家
・
菊
池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―
（
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
）

�
�

下
田　

章
平
（
相
模
女
子
大
学
）

�
�

�

司
会　

陳　

捷
（
東
京
大
学
）

Ⅱ
－
10　

平
田
篤
胤
の
易
学
（
十
四
時
～
十
四
時
三
十
分
）�

廖　

海
華
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

竹
村　

英
二
（
国
士
舘
大
学
）

Ⅱ
－
11　

安
井
息
軒
「
辨
妄
」
の
忠
孝
観
念
と
そ
の
近
代
的
意
義

�

―
井
上
毅
、
井
上
哲
次
郎
と
の
共
通
点
―
（
十
四
時
三
十
分
～
十
五
時
）�

青
山　

大
介
（
湖
南
大
学
）

�
�

�

司
会　

竹
村　

英
二
（
国
士
舘
大
学
）

 

Ⅲ　
第
三
会
場　
（
21
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｅ　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ　

２
１
３
）

十
月
六
日
（
土
）
午
前　
　
文
学
・
語
学
部
会
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Ⅲ
－
１　
『
守
先
閣
蔵
書
志
』
と
陸
心
源
の
蔵
書
目
録
編
纂
に
つ
い
て
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）�

�
�

劉　

斯
倫
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

古
勝　

隆
一
（
京
都
大
学
）

Ⅲ
－
２　

漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
騒
体
賦
の
変
貌
―
本
文
生
成
と
文
体
選
択
の
二
重
視
座
か
ら
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

林　

暁
光
（
九
州
大
学
）

�
�

�

司
会　

釜
谷　

武
志
（
神
戸
大
学
）

Ⅲ
－
３　

蕭
衍
父
子
の
楽
府
詩
と
斉
梁
の
文
学
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）�

李　

曌
宇
（
東
京
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

釜
谷　

武
志
（
神
戸
大
学
）

十
月
七
日
（
日
）
午
前　
　
文
学
・
語
学
部
会　

Ⅲ
－
４　

寿
蘇
会
・
赤
壁
会
と
富
岡
鉄
斎
が
描
く
蘇
東
坡
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）�

戦　

暁
梅
（
東
京
工
業
大
学
）

�
�

�

司
会　

池
澤　

滋
子
（
中
央
大
学
）�

Ⅲ
－
５　
『
新
編
酔
翁
談
録
』
考
―
「
酔
翁
」
お
よ
び
編
者
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

�
�

孟　

夏
（
広
島
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

鈴
木　

陽
一
（
神
奈
川
大
学
）

Ⅲ
－
６　

万
暦
年
間
に
お
け
る
『
琵
琶
記
』
版
本
の
流
伝
―
『
重
校
琵
琶
記
』
を
中
心
と
し
て
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

張　

洋
（
山
口
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

土
屋　

育
子
（
東
北
大
学
）

Ⅲ
－
７　
『
風
俗
女
西
遊
記
』
に
見
る
『
西
遊
記
』
の
影
響
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）�

蕭　

涵
珍
（
中
興
大
学
）

�
�

�
司
会　

磯
部　

彰
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

十
月
七
日
（
日
）
午
後　
　
文
学
・
語
学
部
会　

Ⅲ
－
８　

李
嶠
「
宝
剣
篇
」
創
作
考
―
昇
仙
太
子
の
剣
を
手
が
か
り
と
し
て
―
（
十
三
時
～
十
三
時
三
十
分
）

�
�

種
村　

由
季
子
（
九
州
大
学
専
門
研
究
員
）

�
�

�

司
会　

和
田　

英
信
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）　

Ⅲ
－
９　

温
庭
筠
の
望
郷
詩
に
つ
い
て
―
水
辺
の
夢
―
（
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
）�

鈴
木　

政
光
（
東
北
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

和
田　

英
信
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

Ⅲ
－
10　

言
語
に
対
す
る
欧
陽
脩
の
信
と
不
信
―
慶
暦
期
に
お
け
る
詩
風
と
文
風
の
違
い
を
中
心
に
―
（
十
四
時
～
十
四
時
三
十
分
）

�
�

渡
部　

雄
之
（
広
島
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

浅
見　

洋
二
（
大
阪
大
学
）

Ⅲ
－
11　

黄
遵
憲
の
詩
作
に
お
け
る
『
日
本
雑
事
詩
』
改
訂
の
位
置
づ
け
（
十
四
時
三
十
分
～
十
五
時
）�

�
�

趙　

偵
宇
（
京
都
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

小
川　

恒
男
（
広
島
大
学
）
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Ⅳ　
第
四
会
場　
（
21
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｅ　
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
）

十
月
六
日
（
土
）
午
前　
　
文
学
・
語
学
部
会

Ⅳ
－
１　

小
説
『
水
滸
伝
』
と
明
代
伝
奇
『
水
滸
記
』
に
お
け
る
閻
婆
惜
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

�
�

呉　

雨
彤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

笠
井　

直
美
（
名
古
屋
大
学
）

Ⅳ
－
２　

諏
訪
市
博
物
館
蔵
『
忠
義
水
滸
全
伝
』
に
つ
い
て
―
江
戸
時
代
の
白
話
受
容
と
水
滸
伝
版
本
流
伝
―
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

�
�

中
原　

理
恵
（
京
都
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

笠
井　

直
美
（
名
古
屋
大
学
）

Ⅳ
－
３　

九
天
玄
女
授
天
書
考
―
『
水
滸
伝
』
か
ら
の
考
察
―
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）�

頼　

思
妤
（
東
京
大
学
大
学
院
）

�
�

�

司
会　

二
階
堂　

善
弘
（
関
西
大
学
）

十
月
七
日
（
日
）
午
前　
　
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ⅳ
－
４　

い
ま
『
文
選
』
を
読
む
―
中
国
古
典
文
学
の
規
範
と
そ
の
距
離
―
（
十
時
～
十
二
時
）�

○
佐
藤　

大
志
（
広
島
大
学
）

�
�

陳　

翀
（
広
島
大
学
）

�
�

中
木　

愛
（
龍
谷
大
学
）��

�
�

川
島　

優
子
（
広
島
大
学
）

�
�

高
西　

成
介
（
高
知
県
立
大
学
）

�

十
月
七
日
（
日
）
午
後　
　
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ⅳ
－
５　

武
人
・
武
官
と
文
学
（
十
三
時
～
十
五
時
）�
○
小
松　

謙
（
京
都
府
立
大
学
）

�
�

井
口　

千
雪
（
九
州
大
学
）

�
�

岡
崎　

由
美
（
早
稲
田
大
学
）

�
�

松
浦　

智
子
（
神
奈
川
大
学
）

 

Ｖ　
第
五
会
場　
（
９
０
０
番
教
室
）　

十
月
六
日
（
土
）
午
後　
　
第
七
十
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
十
四
時
〜
十
六
時
三
十
分
）

　
　
　
　
　
　
　
世
界
的
視
野
か
ら
見
た
中
国
学

�

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
中
国
哲
学
を
考
え
る�

マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ュ
エ
ッ
ト
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）

�

シ
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
言
語
科
学
ま
で
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
国
語
学
の
多
様
性
―�

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
マ
ー
ル
（IN

A
LCO

）
�

�
�

司
会　

中
島　

隆
博
（
東
京
大
学
）
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発
表
要
旨

第
一
会
場

Ⅰ
－
１　

秦
末
漢
初
の
法
家
思
想
に
お
け
る
「
度
」
と
「
道
」
に
関
す
る
一
考
察
―
君
主
の
恣
意
的
行
為
の
規
制
を
め
ぐ
っ
て
―

	

横
山　

裕
（
九
州
保
健
福
祉
大
学
）

韓
非
は
、
先
行
す
る
法
家
思
想
を
集
大
成
し
て
君
主
を
頂
点
と
す
る
法
至
上
主
義
的
統
治
理
論
を
完
成
さ
せ
る
も
、「
法
術
の
士
」
の
登
用
や
法
自
体
の

運
用
面
に
お
い
て
、
法
に
反
す
る
君
主
の
恣
意
的
行
為
を
排
除
で
き
な
い
理
論
的
欠
陥
を
残
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
か
に
し
て
法
に
反
す
る
君
主
の
恣

意
的
行
為
を
規
制
す
る
か
が
法
家
思
想
の
次
な
る
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
韓
非
以
後
の
法
家
は
、
韓
非
と
は
別
に
法
思
想
を
含
む
多
様
な
思
想
を
説

い
て
い
た
『
管
子
』
に
着
目
し
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
度
」
か
ら
「
道
」
へ
と
変
化
し
た
君
主
規
制
の
概
念
に
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
過
程
の
一
端
は
馬
王
堆
漢
墓『
巻
前
古
佚
書
』に
お
い
て
道
法
折
衷
思
想
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
巻
前
古
佚
書
』の
道
法
折
衷
思
想
は
、「
度
」

と
「
道
」
と
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
に
反
す
る
君
主
の
恣
意
的
行
為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
論
的
背
景
は
『
管
子
』
の
「
度
」
に
あ
っ

た
時
令
思
想
の
応
用
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
令
思
想
に
基
づ
く
「
道
」
の
採
用
は
法
思
想
に
形
而
上
的
議
論
を
発
生
さ
せ
、
現
実
政
治
へ
の
対
応
を
重
視
す
る
従
来
の
法
家
の

あ
り
方
か
ら
大
き
く
乖
離
す
る
。「
道
」
を
法
家
の
視
点
で
議
論
し
た
解
老
篇
、喩
老
篇
、主
道
篇
、揚
榷
篇
は
『
韓
非
子
』
に
収
録
さ
れ
、漢
代
に
『
史
記
』

に
お
い
て
『
韓
非
子
』
が
「
其
れ
黄
老
に
本
づ
く
」
と
評
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
で
、
法
に
反
す
る
君
主
の
恣
意
的
行
為
を
規
制
す
る
手
段
で
あ
っ
た
「
度
」
を
「
道
」
へ
と
形
而
上
的
議
論
に
あ
げ
ず
、
あ
く
ま
で
「
度
」
と
し

て
の
理
論
を
探
求
し
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
る
。『
韓
非
子
』
有
度
篇
や
『
呂
氏
春
秋
』
似
順
論
有
度
に
見
ら
れ
る
議
論
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
韓
非
以
後
の
法
に
反
す
る
君
主
の
恣
意
的
行
為
の
規
制
を
め
ぐ
っ
て
『
韓
非
子
』『
管
子
』『
巻
前
古
佚
書
』『
呂
氏
春
秋
』
等
で
展
開
さ

れ
る
「
度
」
と
「
道
」
と
の
二
つ
の
議
論
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
秦
末
漢
初
の
法
家
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
卑
見
を
呈
し
て
み
た
い
。

Ⅰ
－
２　

経
典
編
纂
材
料
と
し
て
の
「
記
」
に
つ
い
て
―
「
凡
例
」
の
事
例
を
中
心
に
―	

黒
﨑　

恵
輔
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

い
っ
た
い
、経
書
『
礼
記
』
四
十
九
篇
は
、ど
の
よ
う
な
思
想
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
、叢
書
と
し
て
の
「
礼
記
」
か
ら
書
物
と
し
て
の
『
礼
記
』
へ
と
集
成
し
、

い
つ
ご
ろ
礼
を
代
表
す
る
経
典
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
津
田
左
右
吉
は
、「
礼
記
及
び
大
戴
礼
記
の
編
纂
時
代
に
つ
い
て
」（『
儒
教
の
研
究
』
第
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
に
お
い
て
『
礼
記
』

及
び
『
大
戴
礼
記
』
の
編
纂
上
の
諸
問
題
を
論
考
し
て
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
録
さ
れ
る
「
記
百
三
十
一
篇
」
と
は
、
礼
の
「
経
」
で
も
「
伝
」
で
も
な

く
礼
を
説
い
た
書
物
が
「
記
」
の
名
で
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
叢
書
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
礼
記
』、『
大

戴
礼
記
』
の
各
篇
を
構
成
す
る
原
資
料
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
記
」
が
、如
何
な
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、ま
ず
解
明
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

本
発
表
で
は
、
現
在
通
行
す
る
『
礼
記
』、『
大
戴
礼
記
』
本
文
中
の
凡
字
か
ら
始
ま
る
各
条
文
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
が
「
記
」
を
特
徴
づ
け
る
一
種
の

体
裁
と
認
め
う
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
こ
う
し
た
「
発
凡
」
に
つ
い
て
は
、つ
と
に
杜
預
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
お
よ
び
『
春
秋
釈
例
』
に
よ
っ
て
、「
左

氏
伝
」中
の
凡
例
と
は
、周
公
が
制
作
し
た
礼
の
規
範
を
記
録
す
る
文
書
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。杜
預
が
見
い
だ
し
た「
五
十
凡
例
」

や
、
他
の
儒
家
系
文
献
な
ど
と
も
比
較
し
な
が
ら
、『
礼
記
』
に
採
ら
れ
た
「
発
凡
」
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
上
の
論
考
に
よ
っ
て
、「
雑
」
な
る
性
格
を
有
す
る
『
礼
記
』
四
十
九
篇
が
、
叢
書
と
し
て
の
「
礼
記
」
か
ら
、
如
何
に
し
て
、
経
典
と
し
て
承
認
さ

れ
る
テ
キ
ス
ト
構
成
に
至
っ
た
か
と
い
う
編
纂
工
程
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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Ⅰ
－
３　

陳
元
贇
『
老
子
経
通
考
』
に
見
ら
れ
る
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
批
判	

李　

麗
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

陳
元
贇
（
一
五
八
七
～
一
六
七
一
）
は
後
半
生
の
約
五
十
二
年
間
を
日
本
で
過
ご
し
、詩
、書
、製
陶
な
ど
多
方
面
に
渉
り
日
本
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、

江
戸
初
期
の
著
名
人
で
あ
る
。
最
新
の
研
究
で
は
、元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
荻
生
徂
徠
が
「
文
理
三
昧
序
」（『
訳
文
筌
蹄
後
編
』）
で
「
虎
白
陳
氏
曰
く
、

『
日
東
の
人
載
籍
に
博
渉
す
る
は
固
よ
り
多
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
能
く
文
理
と
字
義
と
を
識
る
は
則
ち
鮮
な
し
』
と
。
余
斯
の
言
を
傳
え
聞
き
て
、
之
を

服
膺
す
る
こ
と
日
尚
し
き
な
り
。
遂
に
以
て
研
究
揣
摩
し
て
其
の
説
を
得
た
り
」
と
言
う
中
の
、「
虎
白
陳
氏
」
と
は
陳
元
贇
の
こ
と
で
、
徂
徠
の
「
古
文

辞
」
学
の
濫
觴
は
陳
元
贇
の
啓
発
に
よ
る
も
の
と
の
考
察
が
あ
る
。

『
老
子
経
通
考
』
は
陳
元
贇
最
晩
年
の
作
で
、
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
の
『
老
子
』
解
釈
を
批
判
し
、
当
時
の
『
老
子
』
の
初
学
者
に
資
し
た
も
の

で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
『
老
子
』
受
容
の
歴
史
は
、
江
戸
初
期
の
林
羅
山
の
称
揚
に
よ
り
、
南
宋
・
林
希
逸
の
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
で
『
老
子
』
を
理

解
す
る
の
が
大
流
行
し
た
結
果
、延
宝
三
年
刊
『
書
籍
題
林
』
と
い
う
目
録
で
は
、『
老
子
』
が
「
儒
家
経
書
」
の
列
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
た
。

そ
の
お
蔭
で
多
く
の
儒
者
が
『
老
子
』
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
徂
徠
学
派
の
興
隆
に
よ
り
林
注
の
再
検
討
が
行
わ
れ
た
。
林
注
批
判
と

言
え
ば
、ま
ず
徂
徠
の
「
林
希
逸
カ
口
義
ハ
妄
説
杜
撰
太
ダ
多
シ
」（「
経
子
史
要
覧
」『
荻
生
徂
徠
全
集
』）
を
想
起
す
る
が
、そ
の
実
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）

年
、
陳
元
贇
は
す
で
に
「
希
逸
の
口
義
を
用
い
る
は
、
是
れ
則
ち
庸
士
、
理
学
の
昏
眛
に
非
ず
や
」（『
老
子
経
通
考
』
序
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

発
表
者
は
陳
元
贇
が
林
希
逸
の
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
を
批
判
し
た
箇
所
に
着
目
し
、
林
希
逸
の
ど
の
点
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

予
定
で
あ
る
。
研
究
の
途
上
、そ
の
有
無
観
に
つ
い
て
の
批
判
を
考
察
し
た
際
に
、陳
元
贇
が
老
子
の
学
こ
そ
実
学
だ
と
強
調
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。『
老

子
経
通
考
』
に
「
実
学
」
の
語
の
用
例
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
意
味
に
お
い
て
通
ず
る
「
実
理
」
の
用
例
を
精
査
し
陳
元
贇
の
実
学
思
想
に
つ
い
て
探
っ

て
み
た
い
。

Ⅰ
－
４　

朱
子
晩
年
の
意
義	

溝
本　

章
治

朱
子
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
は
近
年
に
お
い
て
も
屡
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
大
転
機
と
さ
れ
る
の
が
朱
子
四
〇
歳
代
前
半
の
所
謂
る
已
発

未
発
説
の
定
立
で
あ
り
、
六
〇
歳
頃
に
は
大
枠
で
は
完
成
し
て
い
た
、
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

本
発
表
で
は
概
ね
六
五
歳
以
降
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
朱
子
六
五
歳
時
、
侍
講
と
し
て
行
っ
た
講
義
の
案
、『
経
筵
講
義
』
が
、
こ
の
時
期
の
思
想
形

成
の
研
究
上
、
格
好
の
資
料
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

近
年
『
経
筵
講
義
』
に
着
目
し
た
論
述
が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、中
に
は
（
現
行
）『
大
学
或
問
』
の
所
説
が
『
経
筵
講
義
』
で
改
訂
さ
れ
た
、

と
の
立
場
を
取
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
行
の
『
大
学
或
問
』
が
『
経
筵
講
義
』
後
に
改
訂
さ
れ
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

吉
原
文
昭
『
南
宋
學
研
究
』（
二
〇
〇
二
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
行
『
大
学
或
問
』
に
は
『
経
筵
講
義
』
後
に
改
訂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、吉
原
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
総
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、こ
の
改
訂
の
思
想
形
成
に
お
け
る
意
義
を
考
え
る
の
が
我
々

に
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
と
な
ろ
う�

。

見
る
と
こ
ろ
、「
大
学
補
伝
」
に
お
け
る
「
全
体
体
用
」
の
表
現
、『
大
学
或
問
』
に
お
け
る
「
敬
」�

の
特
説
、
所
以
然
と
所
当
然
の
併
言
、「
学
を
な
す

所
以
は
心
と
理
の
み
」
の
言
説
な
ど
は
こ
の
時
期
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
表
現
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
大
き
な
成
熟
と
言
っ
て
過
言
な
か

ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
思
想
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
一
つ
の
脈
略
が
窺
え
る
。
六
〇
歳
代
に
入
っ
て
大
き
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
自
然
学
へ
の
関
心
な
ど

か
ら
、
理
に
対
す
る
見
方
に
広
が
り
が
起
こ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
心
と
理
、
認
識
主
体
と
認
識
客
体
の
分
別
が
一
層
明
確
に
な
る
。
こ
れ
が
さ
ら
に
認
識

客
体
に
対
す
る
思
弁
を
深
め
る
と
と
も
に
、
平
衡
を
と
る
よ
う
に
認
識
主
体
の
重
視
が
進
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

朱
子
晩
年
は
、
決
し
て
付
け
足
し
で
は
な
く
、
飛
躍
的
な
完
成
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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Ⅰ
－
５　

龍
場
前
後
に
お
け
る
王
陽
明
の
精
神
的
変
化
に
つ
い
て	

劉　

珉
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

王
陽
明
の「
龍
場
の
大
悟
」は
、あ
ま
り
に
も
有
名
な
話
で
あ
る
。そ
れ
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
無
数
の
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

銭
徳
洪
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
た
『
陽
明
先
生
年
譜
』
の
記
事
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
文
献
学
研
究
の
進
展
な
ど
で
陽
明
本
人

に
関
わ
る
新
資
料
が
少
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
、
ま
た
資
料
の
読
み
方
も
厳
密
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、『
年
譜
』
記
事
の
事
実
と
し
て

の
信
憑
性
が
、
か
な
り
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
資
料
の
精
査
に
基
づ
い
て
、「
龍
場
の
大
悟
」
は
銭
徳
洪
が
描
く
ほ
ど
劇
的
な

も
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
陽
明
の
置
か
れ
た
環
境
も
ふ
つ
う
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
危
機
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
発
表
者
も
、
こ
の
時
期
の
文
章
と
百
数
十
首
に
上
る
詩
作
を
調
べ
て
み
た
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
た
陽
明
は
、
生
死
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
り
も
、
む

し
ろ
あ
る
程
度
友
人
や
弟
子
に
囲
ま
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
（
友
人
に
は
貴
州
省
の
高
官
も
少
な
く
な
い
）、
彼
が
危
惧
し
て
い
た
の
は
目
前

の
死
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
永
遠
に
こ
の
地
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

龍
場
に
赴
く
途
中
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
帰
る
途
中
、
陽
明
は
同
じ
く
萍
郷
縣
を
通
り
、
そ
こ
の
濂
渓
祠
で
同
じ
脚
韻
を
踏
ん
だ
詩
を
作
っ
た
。
赴
任
の

際
に
は
単
に
周
敦
頤
に
対
す
る
憧
憬
の
念
を
表
わ
し
て
い
た
の
が
、
帰
還
の
際
に
は
す
で
に
「
曽
て
図
書
に
向
か
ひ
て　

面
真
を
識
る
」（「
再
過
濂
渓
祠

用
前
韻
」、『
外
集
』
一
）
と
従
来
の
学
問
の
問
題
点
を
は
っ
き
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
半
年
後
、陽
明
は
都
の
立
派
な
官
職
に
返
り
咲
い
た
が
、

以
前
と
同
じ
立
場
に
戻
っ
た
彼
は
、
龍
場
で
の
経
験
を
通
し
て
、
以
前
と
は
異
な
る
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
思
想
的
な
言
説
や
活
動

に
も
、
何
か
新
し
い
変
化
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
発
表
は
ほ
ぼ
同
じ
立
場
に
い
た
龍
場
前
後
の
陽
明
を
比
較
し
て
、
そ
の
精
神
的
変
化
を
あ
ぶ

り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
龍
場
経
験
の
内
実
に
迫
っ
て
み
た
い
。

Ⅰ
－
６　

マ
ニ
ラ
刊
行
『
無
極
天
主
正
教
真
伝
実
録
』（
一
五
九
三
）
の
研
究
―
同
時
代
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
―

	

王　

雯
璐
（
東
京
大
学
大
学
院
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
に
よ
っ
て
中
国
の
明
末
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
の
中
で
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
天
主
実
義
』
の
研
究
蓄
積

は
最
も
厚
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
中
国
思
想
と
融
合
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
経
典
か
ら

の
引
用
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、『
天
主
実
義
』
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』
や
ル
ッ
ジ
ェ
ー

リ
の
『
天
主
実
録
』
と
い
っ
た
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
書
物
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
天
主
実
義
』
の
独
自
性
及
び
同

時
代
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
教
理
書
の
全
体
像
が
一
層
明
ら
か
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

十
六
世
紀
末
に
漢
文
で
作
成
さ
れ
た
性
格
の
近
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
と
し
て
は
、
上
述
の
『
天
主
実
義
』
と
『
天
主
実
録
』
の
他
、
も
う
一
つ
の
文

献
が
存
在
し
て
い
る
。
本
研
究
の
対
象
と
す
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
で
出
版
さ
れ
た
『
無
極
天
主
正
教
真
伝
実
録
』（
一
五
九
三
年
刊
、
以
下
『
真
伝

実
録
』）
で
あ
る
。
本
書
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
他
、
天
文
学
、
地
理
学
の
知
識
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
科
学
史
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
本
書
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
関
す
る
部
分
の
研
究
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
特
に
本
書
が
同
時
代
の
他
の
教
理
書
と

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
な
い
。

『
真
伝
実
録
』
の
著
者
で
あ
る
ド
ミ
ニ
コ
会
宣
教
師
フ
ア
ン
・
コ
ボ
は
手
紙
で
、
一
五
八
四
年
刊
行
の
あ
る
漢
文
教
理
書
を
読
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ

の
教
理
書
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
の『
天
主
実
録
』で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『
天
主
実
録
』で
は
中
国
経
典
か
ら
の
引
用
が
極
め
て
少
な
い
の
に
対
し
て
、

『
真
伝
実
録
』
で
は
中
国
経
典
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
特
に
『
中
庸
』
か
ら
の
引
用
は
際
立
つ
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
真
伝
実
録
』
は
む

し
ろ
リ
ッ
チ
の
『
天
主
実
義
』
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究
は
、
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
執
筆
・
刊
行
年
代
が
『
天
主
実
録
』
と
『
天
主
実
義
』
の

中
間
に
あ
た
る
『
真
伝
実
録
』
が
、
こ
の
二
つ
の
書
物
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
究
明
し
た
い
。
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第
二
会
場

Ⅱ
－
１　

荻
生
徂
徠
の
「
訳
文
の
学
」
に
お
け
る
詩
文
論
用
語
に
つ
い
て
―
「
文
理
三
昧
」
を
中
心
に
―	

王		

侃
良
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

訓
読
を
批
判
し
た
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
の
翻
訳
方
法
論
に
つ
い
て
の
研
究
は
近
年
、
語
学
的
領
域
の
み
な
ら
ず
、
文
学
、
思
想
史
学

な
ど
の
隣
接
す
る
分
野
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
徂
徠
の
「
和
訓
（
訓
読
）」
に
対
す
る
可
否
と
い
う
問
題
を
超
え
、「
訳
文

の
学
（
従
来
の
和
訓
で
は
な
く
日
常
語
を
用
て
漢
文
を
訳
す
）」
の
前
提
と
し
て
の
徂
徠
、
あ
る
い
は
当
時
の
日
本
人
が
他
者
で
あ
る
中
国
語
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
議
論
に
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
に
帰
化
し
た
中
国
の
文
人
で
あ
る
陳
元
贇
（
一
五
八
七
～
一
六
七
一
）
の
遺
作
『
昇
庵
詩
話
』
に
あ
る
詩

文
論
が
、
徂
徠
の
「
訳
文
の
学
」
の
形
成
に
つ
な
が
る
と
し
た
二
つ
の
指
摘
（
藍
弘
岳
（
二
◯
◯
六
）「
徳
川
前
期
に
お
け
る
漢
文
研
究
と
翻
訳
―
訓
読
と

荻
生
徂
徠
の
訓
読
批
判
・
翻
訳
方
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
年
報
地
域
文
化
研
究
10
』、
小
野
泰
央
（
二
◯
一
七
）「
荻
生
徂
徠
の
詩
文
論
と
陳
元
贇
『
昇
庵
詩

話
』：「
古
文
辞
」
学
の
出
発
点
と
し
て
」『
和
漢
比
較
文
学
57
』）
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
小
野
氏
は
「
訳
文
」、「
華
夷
の
岐
」、「
字
義
」「
文
理
」、「
研
究
之
法
」、「
古
文
辞
」
な
ど
の
面
か
ら
、
陳
元
贇
と
荻
生
徂
徠
、
両
者
の
詩
文
論
に

お
け
る
具
体
的
な
典
拠
を
示
し
、
そ
の
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
藍
氏
が
提
起
し
、
小
野
氏
が
深
化
し
た
も
の
は
、
徂
徠
と
関
連
す
る

問
題
の
み
で
な
く
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
語
、
漢
詩
文
論
の
研
究
や
、
本
場
の
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
小
学
（
文
字
学
・
訓
詁
学
・
音
韻
学
）、
詩
文

論
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
徂
徠
の
詩
文
論
、
特
に
『
訳
文
筌
蹄
後
編
』
の
「
文
理
三
昧
」
に
お
け
る
「
文
理
」
と
い
う
用
語
の
解
釈
、
ま
た
「
文
理
」
に
関
し
て
陳
元
贇

と
荻
生
徂
徠
の
両
者
の
理
論
に
お
け
る
異
同
な
ど
の
点
に
は
、
未
だ
議
論
が
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
発
表
で
は

先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
文
理
三
昧
」
に
お
け
る
荻
生
徂
徠
の
詩
文
論
用
語
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

Ⅱ
－
２　
『
孫
子
国
字
解
』
と
荻
生
徂
徠
の
兵
学
思
想	

許　

家
晟
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
は
江
戸
時
代
の
最
も
著
名
な
儒
学
者
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
兵
学
者
で
も
あ
る
。
彼
は
自
ら
「
祖
母
・
母

と
も
に
将
種
な
り
と
私
に
は
自
讚
に
お
も
ふ
も
を
こ
が
ま
し
け
れ
と
も
、
其
余
習
家
に
残
り
て
幼
少
よ
り
武
義
を
好
み
読
書
の
片
手
間
に
は
心
を
是
に
用
」

（『
鈐
録
』
序
）
い
た
と
い
い
、
兵
学
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
彼
は
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
兵
学
関
係
の
著
作
も
多
く
あ
り
、
そ
の
う
ち
最
も
重
要

な
も
の
に
『
孫
子
国
字
解
』
と
『
鈐
録
』
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
兵
法
の
聖
典
と
も
い
う
べ
き
『
孫
子
』
に
対
す
る
本
格
的
な

注
釈
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
と
し
て
『
孫
子
国
字
解
』
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

『
孫
子
国
字
解
』
は
徂
徠
学
の
形
成
に
も
関
与
し
て
い
る
と
い
う
論
考
は
あ
る
（
前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』、
藍
弘
岳
「
荻
生
徂
徠
の
思
想

形
成
に
お
け
る
医
学
と
兵
学
―
『
徂
徠
先
生
医
言
』
と
『
孫
子
国
字
解
』
を
中
心
に
」）
が
、
著
作
自
体
に
対
す
る
研
究
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
従
っ

て
、
本
発
表
は
『
孫
子
国
字
解
』
の
内
容
そ
の
も
の
の
考
察
を
行
い
た
い
。
本
書
は
、
平
易
な
和
文
と
数
多
な
歴
史
上
の
事
例
に
よ
る
綿
密
な
注
釈
書
で

あ
る
一
方
、徂
徠
の
思
想
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
「
兵
は
詭
道
な
り
」
の
「
詭
」
の
字
に
対
す
る
解
釈
は
の
ち
の
古
文
辞
学
的
方
法
に
繋
が
っ

て
お
り
、『
易
』
の
師
卦
を
「
聖
人
の
兵
法
」
と
す
る
彼
独
特
な
見
解
は
、
の
ち
の
『
鈐
録
』
に
ま
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
か
ら
徂
徠

の
経
世
論
に
も
含
ま
れ
た
「
戦
略
」
と
し
て
の
思
想
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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Ⅱ
－
３　

佐
久
間
象
山
の
『
喪
礼
私
説
』
に
つ
い
て
―
幕
末
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
一
例
―	

韓　

淑
婷
（
九
州
大
学
大
学
院
）

本
報
告
で
は
幕
末
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
受
容
に
つ
い
て
、幕
末
の
思
想
家
・
佐
久
間
象
山
の
『
喪
礼
私
説
』
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い
。『
喪
礼
私
説
』

は
ど
の
よ
う
な
著
作
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
『
家
礼
』
受
容
と
は
い
か
な
る
違
い
が
あ
り
、
い
か
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
幕
末
の
時
代
背
景
や
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
喪
礼
私
説
』
は
象
山
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
ち
、
当
時
の
知
識
人
の
ど
の
よ
う

な
心
理
状
態
を
反
映
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

具
体
的
に
は
、ま
ず『
喪
礼
私
説
』と『
家
礼
』の「
喪
礼
」と
を
目
次
構
成
・
喪
礼
次
第
の
面
か
ら
比
較
す
る
。
象
山
が
日
本
の
通
例
や
風
習
に
合
わ
せ
て『
家

礼
』
や
従
来
の
儒
学
伝
統
作
法
を
改
変
・
調
整
し
た
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
①
『
家
礼
』
の
「
復
」
の
礼
と
臥
棺
、
②
『
礼
記
』
の
「
遷
尸
於
牀
」、『
家
礼
』

の
「
南
首
」、「
奠
於
尸
東
」、
③
『
家
礼
』
の
「
易
服
不
食
」、「
倚
廬
寝
苫
」
の
礼
の
三
つ
の
例
を
通
し
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
象
山
が
武
士
身
分
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
「
刀
」
を
喪
礼
作
法
の
中
に
取
り
入
れ
た
点
に
注
目
し
、
そ
の
意
義
を
論
じ
る
。

次
に
象
山
『
喪
礼
私
説
』
の
特
色
に
つ
い
て
、
①
「
人
情
」
要
素
の
導
入
、
②
洋
学
知
識
の
合
理
性
に
よ
る
『
家
礼
』
へ
の
批
判
と
改
良
、
③
仏
式
作

法
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
の
三
点
か
ら
検
討
し
、
象
山
が
『
喪
礼
私
説
』
を
作
成
し
た
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
母
の
葬
式
を
儒
式
で
行

え
な
か
っ
た
遺
憾
を
著
作
「
喪
礼
私
説
」
に
託
す
と
い
う
象
山
の
心
境
、
あ
わ
せ
て
象
山
が
『
喪
礼
私
説
』
を
著
述
す
る
真
の
意
図
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

最
後
に
、
幕
末
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
幕
末
に
お
い
て
、『
家
礼
』
は
学
問
思
想
の
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
の

み
な
ら
ず
、
政
治
的
課
題
に
も
材
料
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
象
山
に
限
ら
ず
、
当
時
の
知
識
人
は
喪
祭
に
眼
差
し
を
向
け
て
『
家
礼
』
か
ら
政

治
的
知
恵
を
獲
得
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ⅱ
－
４　

新
し
い
英
雄
の
誕
生
―
科
学
小
説
か
ら
見
る
清
末
中
国
に
お
け
る
想
像
力
の
変
容
―	

段　

書
暁
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

清
末
中
国
に
お
い
て
、
西
洋
の
近
代
科
学
の
伝
来
に
伴
い
、
人
々
の
知
識
体
系
、
価
値
観
、
世
界
に
対
す
る
想
像
力
が
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
当

時
の
小
説
、
特
に
科
学
小
説
に
如
実
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
そ
れ
ら
清
末
中
国
の
科
学
小
説
に
現
れ
た
新
し
い
「
英
雄
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
分
析

を
通
し
て
、
激
し
い
社
会
転
換
期
に
お
け
る
人
々
の
想
像
力
の
変
容
を
、「
英
雄
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
考
察
す
る
。

「
英
雄
」
は
近
代
以
前
か
ら
様
々
な
文
学
作
品
に
描
か
れ
、様
々
な
方
法
で
考
察
さ
れ
て
き
た
。「
英
雄
」
を
め
ぐ
る
想
像
力
は
、そ
れ
が
内
包
す
る
「
力
」

と
「
正
義
」
の
側
面
を
中
心
に
語
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
英
雄
は
、
強
大
な
「
力
」
を
持
ち
、「
人
間
の
可
能
性
」
を
表
象
す
る
と
と
も
に
、

常
に
他
者
あ
る
い
は
共
同
体
の
た
め
に
戦
い
、
秩
序
を
維
持
し
、
追
求
す
べ
き
「
正
義
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。

中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
「
英
雄
」
の
「
力
」
と
「
正
義
」
は
、「
文
」（
精
神
的
な
力
）
と
「
武
」（
身
体
的
な
力
）、「
官
」（
体
制
内
の
正
義
）
と
「
野
」（
体

制
外
の
正
義
）
の
対
立
を
座
標
軸
に
、
そ
の
有
無
に
よ
っ
て
四
種
類
の
イ
メ
ー
ジ
に
分
け
ら
れ
、「
官
僚
」、「
武
将
」、「
隠
者
」、「
義
賊
や
侠
客
」
が
そ
れ

ぞ
れ
を
代
表
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
代
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
枠
組
み
に
囚
わ
れ
な
い
「
超ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

級
英
雄
」
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
英
雄
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、

清
末
の
代
表
的
な
科
学
小
説
五
編
を
選
ん
で
そ
の
中
の
新
英
雄
の
特
徴
を
整
理
し
、
最
も
代
表
的
な
「
超ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

級
英
雄
」
で
あ
る
「
電
学
大
王
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
分
析
す
る
。
そ
れ
を
通
し
て
、
伝
統
的
な
中
国
社
会
の
「
英
雄
」
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
「
文
」
と
「
武
」、「
官
」
と
「
野
」
の
対
立
が
ど
の
よ
う
に
解

体
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
科
学
」
と
「
国
家
」
が
新
時
代
に
お
け
る
「
力
」
と
「
正
義
」
と
し
て
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
さ
ら
に
、
想
像

力
の
変
容
に
お
い
て
、
伝
統
と
近
代
が
ど
の
よ
う
に
接
続
し
、
衝
突
し
て
い
る
か
、
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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Ⅱ
－
５　
「
モ
ノ
」
を
語
る
新
文
学
―
一
九
二
〇
年
代
の
張
資
平
―	

祝　

世
潔
（
京
都
大
学
大
学
院
）

小
説
家
張
資
平
は
、
か
つ
て
「
創
造
社
の
肉
」
と
呼
ば
れ
、
作
品
の
量
・
話
題
性
・
大
衆
の
受
容
に
お
い
て
、「
創
造
社
の
骨
」
で
あ
る
郭
沫
若
及
び
「
創

造
社
の
皮
」で
あ
る
郁
達
夫
と
匹
敵
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。し
か
し
、「
多
角
の
恋
愛
小
説
」ば
か
り
量
産
す
る
と
揶
揄
さ
れ
、更
に
汪
精
衛
政
府
に
仕
え
た「
漢

奸
」と
い
う
レ
ッ
テ
ル
な
ど
に
よ
り
、今
日
に
至
る
ま
で
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
張
資
平
の
文
学
に
関
し
て
は
、「
△
」（
三
角
恋
愛
小
説
家
）�

と
い
う
魯
迅
の
毒
舌
が
有
名
で
あ
る
が
、
鄭
伯
奇
が
一
九
三
五
年
の
『
新
文
学
大
系
・
小
説
三
集
』
の
「
導
言
」
に
挙
げ
た
「
人
道
主
義
め
い
た
」
上
辺

だ
け
の
「
写
実
主
義
」
と
い
う
評
価
が
張
資
平
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
以
来
、
後
世
の
研
究
者
は
主
に
彼
の
小
説
に
お
け
る
恋
愛
と
性
欲
・
キ
リ
ス

ト
教
の
影
響
・
日
本
の
自
然
主
義
の
受
容
・
都
市
文
学
な
ど�

、「
新
文
学
」
史
の
主
た
る
潮
流
を
描
く
文
脈
で
張
資
平
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

本
発
表
で
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
『
学
芸
』
に
掲
載
さ
れ
た
張
資
平
の
鉱
物
や
石
油
に
関

す
る
文
章
を
取
り
上
げ
、そ
の
中
に
含
ま
れ
た
一
見
時
代
遅
れ
に
見
え
る
「
物
質
文
明
」
に
対
す
る
執
着
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、そ
の
本
質
を
解
明
し
た
い
。

次
に
、
彼
の
「
梅
嶺
の
春
」「
苔
莉
」「
上
海
の
ル
ン
ペ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」
な
ど
一
九
二
〇
年
代
の
小
説
の
分
析
を
通
し
、
彼
の
中
に
は
、
自

然
界
の
物
質
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
感
情
や
欲
望
も
「
モ
ノ
」
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
視
点
が
あ
る
こ
と
を
読
み
解
く
。
そ
れ
に
よ
り
、「
モ
ノ
」
に

対
す
る
執
着
及
び
追
求
は
彼
の
文
学
創
作
に
も
反
映
さ
れ
、
精
神
重
視
の
旗
印
を
掲
げ
る
五
四
文
学
の
な
か
で
は
あ
る
種
の
異
端
児
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。こ

の
よ
う
に
文
学
に
啓
蒙
や
革
命
の
重
荷
を
託
さ
ず
、
ひ
た
す
ら
「
モ
ノ
」
を
丹
念
に
描
い
た
張
資
平
は
、
五
四
文
学
の
高
揚
と
衰
退
・
革
命
文
学
の

興
隆
と
い
っ
た
思
想
性
を
重
視
す
る
後
世
の
新
文
学
研
究
の
主
流
か
ら
脱
落
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
発
表
で
は
彼
の
独
自
性
に
注
目
し
、
新
文
学
史
の

中
で
彼
を
再
度
位
置
付
け
る
こ
と
目
指
す
。

Ⅱ
－
６　

王
僧
虔
の
位
置
―
書
論
と
音
楽
論
の
分
析
か
ら
―	

関　

俊
史
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

劉
宋
・
南
齊
を
生
き
た
王
僧
虔
は
、
王
導
の
玄
孫
に
あ
た
り
、
太
子
舎
人
な
ど
を
経
て
、
左
光
禄
大
夫
に
至
っ
た
。
彼
の
代
表
的
業
績
に
は
、「
誡
子
書

（
子
を
誡
め
る
の
書
）」
や
「
論
書
」（
唐
・
張
懐
瓘
『
法
書
要
録
』
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

従
来
の
王
僧
虔
の
研
究
で
は
、
歴
史
学
で
は
「
誡
子
書
」
を
通
し
て
「
貴
族
制
」・「
族
門
制
」
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
清
談
の
歴
史
的
展
開
に
お

い
て
扱
わ
れ
、
さ
ら
に
は
「
論
書
」
を
め
ぐ
る
書
論
研
究
や
音
楽
論
（「
楽
論
」）
に
着
目
し
た
個
別
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
就
中
、
書
論
史
研
究
に

お
い
て
は
、
永
明
文
学
と
連
動
す
る
書
学
の
一
場
面
（「
永
明
書
学
」）
と
し
て
王
僧
虔
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

王
僧
虔
は
「
誡
子
書
」
で
四
教
三
学
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
知
識
、
教
養
の
獲
得
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
学
術
に
対
す
る
王
僧
虔
の
具
体
的
な
言
及

は
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
王
僧
虔
が
「
誡
子
書
」
に
お
い
て
述
べ
る
「
兼
通
」
を
果
た
す
過
程
と
し
て
、
具
体
的
に
は
現
在
王
僧
虔
の
も

の
と
し
て
伝
わ
る
「
論
書
」・「
書
賦
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
七
十
四
）
あ
る
い
は
「
楽
表
」
の
探
求
を
行
う
。
特
に
本
報
告
で
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
あ

ま
り
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
「
書
賦
」
の
詳
細
な
検
討
を
行
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
賦
は
『
南
史
』
に
よ
れ
ば
、
後
に
子
の
王
倹
に
よ
っ
て
注
と
序
が

付
さ
れ
た
と
あ
り
、
あ
る
一
定
程
度
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
網
羅
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
王
僧
虔
の

諸
文
化
へ
の
横
断
的
態
度
を
検
証
し
、
そ
れ
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
価
値
が
乱
立
乱
隆
し
た
、
六
朝
中
期
の
諸
文
化
へ
の
士
大
夫
の
一
視
座
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
王
僧
虔
が
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
か
諸
説
あ
る
羊
欣
「
古
来
能
書
人
名
」
も
、
考
察
に
お
い
て
援
用
す
る

こ
と
に
す
る
。
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Ⅱ
－
７　

唐
代
に
お
け
る
蔡
邕
書
法
の
評
価
と
そ
の
影
響	

剣
持　

翔
伍
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

蔡
邕
（
一
三
三
～
一
九
二
）
は
後
漢
の
政
治
家
・
儒
学
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
学
・
音
律
に
通
じ
、書
も
善
く
し
た
こ
と
か
ら
「
文
人
」
と
の
評
も
あ
る
（
丹

羽
兌
子
「
文
人
の
原
形
―
蔡
邕
―
」、
一
九
七
三
）。
そ
の
業
績
は
、
自
身
が
校
訂
し
た
経
典
を
「
熹
平
石
経
」（
一
七
五
）
と
し
て
、
自
ら
が
書
丹
し
た
こ

と
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
蔡
邕
の
石
経
は
、
唐
代
に
お
い
て
も
宮
中
に
お
け
る
学
書
の
規
範
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
（『
新
唐
書
』
巻
四
十
四　

志
第
三
十
四　

選
擧
志
上
）、
書
芸
術
の
隆
盛
期
で
あ
る
唐
代
書
法
へ
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

実
際
に
、蔡
邕
に
つ
い
て
は
、唐
代
の
書
法
の
理
論（
書
論
）に
も
、石
経
を
中
心
と
し
た
記
述
が
多
く
見
ら
れ
、当
時
の
書
学
へ
の
影
響
力
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
蔡
邕
の
石
経
に
影
響
さ
れ
た
と
見
做
さ
れ
る
作
例
も
複
数
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
唐
代
の
作
例
を
記
録
し
た
宋
代
の
金
石
著
録
類
に
お

い
て
も
、
複
数
の
作
例
を
蔡
邕
の
遺
品
で
あ
る
と
判
断
す
る
記
載
が
見
ら
れ
、
唐
代
か
ら
続
く
蔡
邕
へ
の
評
価
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
唐
代
に
お
け
る
蔡
邕
書
法
の
評
価
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
以
下
の
手
順
で
検
討
す
る
。
初
め
に
、
唐
代
か
ら
宋
代
の

書
論
お
よ
び
文
献
資
料
に
見
ら
れ
た
、蔡
邕
の
遺
品
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、現
存
す
る
図
版
を
収
集
し
、共
通
す
る
書
法
上
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
唐
代
書
論
を
中
心
と
し
た
文
献
資
料
に
お
け
る
蔡
邕
に
対
す
る
記
述
を
精
査
し
、
唐
代
に
お
け
る
蔡
邕
の
評
価
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。
以
上
を

総
合
し
、
蔡
邕
書
法
は
唐
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
評
価
は
当
時
の
書
学
に
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
明
示
し
た
い
。

以
上
の
問
題
は
、
書
法
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
唐
代
、
特
に
実
用
的
な
楷
書
・
行
書
・
草
書
以
外
の
多
様
な
書
体
を
用
い
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ

た
盛
唐
期
以
降
の
書
法
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
、
唐
代
書
法
史
の
書
体
選
択
の
展
開
に
お
い
て
重
要
な
鍵
を
握
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
蔡
邕

書
法
を
通
じ
て
唐
代
書
法
史
に
お
け
る
転
換
期
の
存
在
に
つ
い
て
も
私
見
を
提
示
し
た
い
。

Ⅱ
－
８　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
岡
倉
天
心
旧
蔵
漢
籍
に
つ
い
て	

松
村		

茂
樹
（
大
妻
女
子
大
学
）

世
界
有
数
の
美
術
館
で
あ
る
米
国
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
、
東
洋
美
術
の
殿
堂
と
も
称
せ
ら
れ
る
。
そ
の
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
一
九
〇
四
年

か
ら
亡
く
な
る
一
九
一
三
年
ま
で
在
籍
（
一
九
一
〇
年
か
ら
は
中
国
・
日
本
美
術
部
長
）
し
た
岡
倉
天
心
（
一
八
六
二
～
一
九
一
三
）
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、

充
実
の
度
を
加
え
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

天
心
は
、
卓
越
し
た
学
識
を
具
え
て
い
た
が
、
漢
学
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
早
年
か
ら
の
友
人
で
、
当
時
上
海
に
住
ん
で
「
中
国
最

後
の
文
人
」
た
る
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
と
深
く
交
わ
っ
た
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
を
同
美
術
館
鑑
査
委
員
に
迎
え
、
教
示

を
請
う
な
ど
し
て
、
漢
学
の
造
詣
を
深
め
る
よ
う
務
め
て
い
る
。

発
表
者
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
よ
り
一
年
間
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
客
員
研
究
員
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
天
心
及
び
雨
山
の
中

国
関
連
事
業
に
関
す
る
資
料
調
査
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
中
国
・
日
本
美
術
部
の
図
書
室
で
、
当
時
購
入
さ
れ
た
関
係
漢
籍
類
五
十
二

件
を
調
査
し
、「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
・
日
本
美
術
部
図
書
室
所
蔵
漢
籍
目
録
抄
」
を
作
成
し
て
、
そ
の
中
に
天
心
の
題
簽
と
蔵
印
が
あ
る
旧
蔵
漢
籍

二
十
五
件
、
天
心
の
書
き
入
れ
ま
た
は
題
簽
が
あ
る
漢
籍
五
件
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
籍
の
中
に
は
、
呉
昌
碩
が
社

長
を
務
め
て
い
た
印
学
研
究
団
体
・
西
泠
印
社
刊
行
の
も
の
が
あ
り
、
呉
昌
碩
の
紹
介
で
同
社
社
友
と
な
っ
て
い
た
雨
山
が
送
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
岡
倉
天
心
旧
蔵
漢
籍
を
中
心
と
す
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
漢
籍
を
紹
介
し
、
そ
の
分
析
を
行
い
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
東
洋
美
術
の
殿
堂
た
ら
し
め
た
天
心
の
漢
学
造
詣
の
本
質
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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Ⅱ
－
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中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―
収
蔵
家
・
菊
池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―	

下
田　

章
平
（
相
模
女
子
大
学
）

発
表
者
は
日
中
の
書
道
史
を
研
究
の
対
象
と
し
、
特
に
近
代
日
中
書
画
碑
帖
収
蔵
史
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
こ
の
分
野
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未
来
」（
於
京
都
泉
屋
博
古
館
、
二
〇
一
二
）
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
近
年
よ
う
や
く
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
発
表
者
は
目
下
近
代
に
お
い
て
重
要
な
収
蔵
家
の
活
動
を
検
討
し
つ
つ
、
収
蔵
家
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
「
賞
鑑
家
」「
収
蔵
家
」「
業
者
」
か
ら
な
る
「
収
蔵
集
団
」
の
検
討
を
行
い
、
近
代
日
中
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
本
発
表
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
動
し
た
、
関
東
を
基
盤
と
す
る
大
収
蔵
家
で
あ
る
菊
池
惺
堂
（
一
八
六
七
―
一
九
三
五
）
を
起
点
と
し
て
、

中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
惺
堂
は
蘇
軾
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」（
國
立
故
宮
博
物
院
蔵
）、伝
李
公
麟
「
瀟
湘
臥
遊
図
巻
」（
国

宝
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
渡
辺
崋
山
「
于
公
高
門
図
」（
重
要
文
化
財
、
個
人
蔵
）、「
定
武
本
蘭
亭
序
」（
木
雞
室
蔵
）
と
い
っ
た
優
品
を
収
蔵
し
、
近

代
日
中
収
蔵
史
上
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。

惺
堂
の
書
画
碑
帖
収
蔵
の
実
態
に
つ
い
て
は
、第
二
回
中
国
近
現
代
文
化
研
究
大
会
（
於
大
妻
女
子
大
学
、二
〇
一
三
）
で
す
で
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ま
ず
は
惺
堂
の
交
友
関
係
や
彼
を
中
心
と
し
た
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
つ
づ
い
て
、
惺
堂

は
関
東
・
関
西
両
方
の
収
蔵
集
団
に
所
属
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
収
蔵
史
上
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
彼
の
個
人
的
な
収
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
、
関
西
・
関
東
の
収
蔵
集
団
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
両
収
蔵
集
団
の
特
徴
や
関
係
性
、
そ

の
形
成
及
び
変
遷
に
つ
い
て
も
把
握
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
検
討
に
よ
り
、
日
本
が
中
国
よ
り
流
出
し
た
中
国
書
画
碑
帖
の
一
大
集
積
地
と

な
っ
た
要
因
の
解
明
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅱ
－
10　

平
田
篤
胤
の
易
学	

廖　

海
華
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

朱
子
の
易
学
で
は
、
現
存
の
『
周
易
』
の
卦
爻
辞
を
「
後
天
易
」
と
見
な
し
て
、
そ
れ
よ
り
古
い
も
の
と
し
て
、
根
本
原
理
を
含
む
「
先
天
易
」
の
存

在
を
主
張
し
た
。
そ
の
主
張
の
上
で
、河
図
洛
書
・
先
天
八
卦
な
ど
「
先
天
易
」
の
構
成
要
素
を
考
究
し
、そ
の
体
系
を
組
み
立
て
た
。
た
だ
、朱
子
に
と
っ

て
は
、
こ
の
二
系
統
の
易
は
併
存
し
て
、
と
も
に
尊
崇
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
易
学
に
お
い
て
、朱
子
の
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
す
る
批
判
が
現
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、伊
藤
東
涯
な
ど
の
学
者
は
、儒
教
経
典
の
「
古
義
」

を
回
復
す
る
立
場
か
ら
、
朱
子
の
所
謂
「
先
天
易
」（「
伏
羲
易
」）
を
批
判
し
て
、
現
存
『
周
易
』
の
唯
一
性
・
正
統
性
を
力
説
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

も
う
一
方
の
極
端
な
立
場
は
国
学
者
の
平
田
篤
胤
に
見
え
る
。
彼
は
「
文
王
易
」（
主
に
『
周
易
』
卦
爻
辞
）
を
強
く
批
判
し
、「
伏
羲
易
」
だ
け
を
尊
崇
し
、

さ
ら
に
「
伏
羲
易
」
の
全
貌
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
。

こ
の
復
元
の
動
機
と
し
て
、
篤
胤
が
「
伏
羲
」
を
「
大
国
主
命
」
と
見
な
す
と
い
う
独
断
的
な
古
史
観
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

復
元
作
業
の
内
部
構
造
は
、
様
々
な
学
術
的
な
営
為
か
ら
な
り
、
決
し
て
単
な
る
狂
信
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
本
発
表
は
、
篤
胤
の
易
著
作
（『
太
昊
古
易

傳
』『
三
易
由
来
記
』
な
ど
）
を
通
し
て
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
「
伏
羲
易
」
を
復
元
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を
易
学
史
の
流
れ
の
中
に
探
求
し
て
み
た
い
。

朱
子
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の
見
解
、
及
び
「
伏
羲
易
」
に
対
し
て
伊
藤
東
涯
・
紀
曉
嵐
な
ど
当
時
の
学
者
が
行
う
批
判
を
、
篤
胤
は
相
当
詳
し
く
承
知

し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
補
足
し
た
り
反
論
し
た
り
し
て
、
さ
ら
に
自
分
の
意
見
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
篤
胤
の
易
学
を
、
易
学
史
に

正
確
に
位
置
付
け
て
こ
そ
始
め
て
、
そ
の
特
殊
性
を
十
分
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

篤
胤
の
易
著
作
は
、
蕪
雑
と
も
い
え
る
ほ
ど
様
々
な
分
野
の
知
識
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
造
を
考
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
多
岐

に
亘
る
知
識
は
、
あ
る
術
数
学
的
な
「
原
理
」
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
、
そ
の
上
で
理
想
的
な
「
伏
羲
易
」
の
中
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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Ⅱ
－
11　

安
井
息
軒
「
辨
妄
」
の
忠
孝
観
念
と
そ
の
近
代
的
意
義
―
井
上
毅
、
井
上
哲
次
郎
と
の
共
通
点
―	

青
山　

大
介
（
湖
南
大
学
）

安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
儒
宗
で
あ
る
。
彼
の
三
計
塾
は
、
明
治
新
政
府
で
活
躍
し
た
人
材
を
数
多

輩
出
し
て
お
り
、「
教
育
勅
語
」
の
起
草
者
と
し
て
知
ら
れ
る
井
上
毅
も
、
ま
た
そ
の
一
人
で
あ
る
。

さ
て
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
二
十
四
日
、
明
治
政
府
は
外
交
上
の
理
由
か
ら
基
督
教
禁
令
を
撤
廃
し
た
。
同
年
同
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
安

井
息
軒
は「
辨
妄
」五
篇
を『
教
義
新
聞
』誌
上
に
発
表
し
て
基
督
教
批
判
を
展
開
、解
禁
政
策
に
強
く
反
対
し
た
。
同
篇
は
同
年
の
う
ち
に「
鬼
神
論（
上
）」

と
「
與
某
生
論
共
和
政
治
書
」
を
合
し
て
『
辯
妄
』
一
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
、
同
書
に
序
文
を
寄
せ
た
島
津
久
光
の
要
望
で
年
末
に
は
和
訳
本
ま
で
出
版

さ
れ
た
。
基
督
教
徒
の
山
路
愛
山
は
、
同
篇
が
一
般
の
若
者
を
基
督
教
か
ら
未
然
に
遠
ざ
け
た
こ
と
を
認
め
る
。

本
報
告
は
、
ま
ず
「
辨
妄
」
の
忠
孝
観
念
を
分
析
し
、
そ
の
歴
史
主
義
的
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
息
軒
は
忠
孝
を
「
天
理
」
な
ど
の
形
而

上
概
念
で
根
拠
付
け
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
が
長
い
歴
史
の
な
か
で
培
っ
て
き
た
倫
理
観
念
だ
と
す
る
。
次
に
、
そ
れ
よ
り
派
生
す
る
功
利
主
義
的
宗

教
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
息
軒
は
、
基
督
教
の
教
義
は
日
本
の
伝
統
習
俗
と
相
反
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
既
存
の
社
会
秩
序
を
破
壊
す
る
方
向

へ
働
く
た
め
解
禁
は
不
可
だ
と
す
る
一
方
で
、
仏
教
に
対
し
て
は
、
教
義
の
上
で
は
基
督
教
と
大
差
な
い
も
の
の
、
す
で
に
日
本
社
会
に
根
付
い
て
い
る

と
い
う
理
由
か
ら
擁
護
す
る
。
最
後
に
、こ
れ
ら
が
井
上
毅
や
井
上
哲
次
郎
の
考
え
方
に
相
通
ず
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
井
上
毅
の
基
督
教
批
判
と「
辨

妄
」
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
は
、
ヨ
ゼ
フ
・
ピ
タ
ウ
が
す
で
に
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
井
上
哲
次
郎
は
『
教
育
と
宗
教
の
衝
突
』
で
「
辨
妄
（
二
）」
を
引

用
し
て
い
る
。

安
井
息
軒
が
著
し
た
漢
籍
注
釈
書
は
江
戸
漢
学
の
終
着
駅
で
あ
る
と
同
時
に
、明
治
中
国
哲
学
の
始
発
駅
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
「
辨
妄
」
も
ま
た
、

江
戸
儒
者
に
よ
る
基
督
教
批
判
と
い
う
反
動
の
一
種
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
明
治
倫
理
学
の
先
駆
者
と
い
う
思
想
史
的
意
義
を
持
つ
の
だ
と
い
え
よ
う
。

第
三
会
場

Ⅲ
－
１　
『
守
先
閣
蔵
書
志
』
と
陸
心
源
の
蔵
書
目
録
編
纂
に
つ
い
て	

劉　

斯
倫
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

陸
心
源
、
字
は
剛
父
、
号
は
存
齋
、
清
末
の
浙
江
歸
安
の
人
。
陸
氏
は
蔵
書
に
富
み
「
皕
宋
楼
」
を
有
し
、
聊
城
の
楊
氏
・
昭
文
の
瞿
氏
・
錢
塘
の
丁

氏
と
並
び
「
海
内
四
大
蔵
書
家
」
と
称
さ
れ
た
。
彼
は
伝
統
的
な
蔵
書
家
・
校
勘
学
者
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
死
後
、
子
孫
は
蔵
書
を
保
持
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
光
緒
三
十
三
（
一
九
〇
七
）
年
に
至
り
、
銀
元
十
万
両
で
そ
の
蔵
書
は
三
菱
財
閥
の
岩
崎
氏
に
譲
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
は
当

時
中
国
の
学
界
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
余
波
は
今
に
至
っ
て
も
絶
え
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

陸
心
源
の
蔵
書
目
録
の
中
で
、
唯
一
の
自
ら
刊
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る
『
皕
宋
楼
蔵
書
志
』（
一
八
八
二
）
は
、
最
も
著
名
で
あ
る
が
、
明
治
末
期
の
書

誌
学
者
・
島
田
翰
の
『
皕
宋
楼
蔵
書
原
流
考
』
に
よ
れ
ば
、
編
纂
当
初
、
こ
の
書
名
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、「
守
先
閣
蔵
書
志
」
と
題
付
け
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。『
守
先
閣
蔵
書
志
』
は
島
田
翰
の
記
録
以
外
に
は
資
料
が
殆
ど
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
詳
細
も
不
明
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
ま
だ
世
に
遺
り
、
曲
折
を

経
て
現
在
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

『
守
先
閣
蔵
書
志
』
は
な
ぜ
『
皕
宋
楼
蔵
書
志
』
に
改
名
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
二
書
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
。
本
発
表
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
含
め
『
守
先
閣
蔵
書
志
』
の
性
質
を
分
析
し
た
上
で
、
陸
心
源
の
目
録
編
纂
を
め
ぐ
る
次
の
三
つ
の
問
題
を
検
討
、
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
は
、『
皕
宋
楼
蔵
書
志
』
の
編
纂
者
に
関
す
る
問
題
。
従
来
の
李
宗
蓮
に
よ
る
代
筆
説
と
、
近
年
説
か
れ
て
い
る
陸
心
源
本
人
が
著
し
た
と
す
る
説

を
、『
守
先
閣
蔵
書
志
』
に
見
え
る
編
集
の
痕
跡
を
も
と
に
再
考
察
す
る
。

第
二
は
、
陸
心
源
の
三
大
蔵
書
楼
の
成
立
時
期
。『
守
先
閣
蔵
書
志
』
と
『
皕
宋
楼
蔵
書
志
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
未
だ
不
明
点
の
多
い
陸

氏
の
三
つ
の
蔵
書
楼
成
立
の
前
後
関
係
解
明
を
試
み
た
い
。

第
三
は
、
陸
氏
に
よ
る
張
金
吾
『
愛
日
精
廬
蔵
書
志
』
の
利
用
で
あ
る
。
蔵
書
目
録
の
編
纂
に
あ
た
り
、
陸
氏
は
如
何
な
る
方
針
の
も
と
で
、
ど
こ
ま

で
張
金
吾
の
『
愛
日
精
廬
蔵
書
志
』
を
参
照
し
た
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
。



― 33 ― ― 32 ―

Ⅲ
－
２　

漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
騒
体
賦
の
変
貌
―
本
文
生
成
と
文
体
選
択
の
二
重
視
座
か
ら
―	

林　

暁
光
（
九
州
大
学
）

漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
賦
は
、
一
般
的
に
は
漢
賦
と
六
朝
賦
と
い
う
二
段
階
に
分
け
ら
れ
、
漢
は
散
体
の
大
賦
、
あ
る
い
は
辞
賦
の
時
代
、
六
朝
は

文
体
賦
や
駢
賦
に
変
化
し
た
時
代
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
漢
代
か
ら
六
朝
ま
で
「
楚
辞
」
系
、
つ
ま
り
騒
体
賦
の
流
れ
は
続
い
て
い
た
。
大
賦
を
除
け
ば
、

漢
魏
六
朝
期
の
賦
は
『
楚
辞
』
か
ら
生
じ
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
文
体
的
な
視
座
か
ら
見
る
と
、
時
期
の
区
分
は
い
さ
さ
か

異
な
っ
て
く
る
。
む
し
ろ
漢
代
か
ら
東
晋
ま
で
が
伝
統
を
守
っ
た
第
一
時
期
、
南
朝
時
代
が
独
自
な
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
第
二
期
と
看
做
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

漢
晋
時
代
、
こ
と
に
漢
末
以
降
の
賦
は
、
現
存
す
る
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
多
岐
に
わ
た
る
様
相
を
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
往
々
に
し
て
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
創
造
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
作
品
本
文
を
誤
読
し
た
が
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
期
の
詩
文
は
唐
宋
時
代
の
類
書
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
類
書
に
収
録
さ
れ
た
の
は
作
品
の
全
体
で
は
な
く
、
任
意
に
削
除
が

加
え
ら
れ
た
一
部
分
で
あ
っ
た
の
で
、
騒
体
賦
の
標
識
と
な
る
「
兮
」
と
い
う
字
も
、
し
ば
し
ば
同
時
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
改
め
て
こ
の
本
文
の

虚
像
を
見
直
せ
ば
、
漢
晋
時
代
に
お
け
る
騒
体
賦
の
割
合
は
大
幅
に
増
え
、
し
か
も
「
離
騒
」
系
、
つ
ま
り
六
言
対
句
の
前
の
句
の
末
に
「
兮
」
字
を
置

く
句
式
は
な
お
一
つ
の
主
流
と
い
う
べ
き
文
体
的
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

そ
し
て
南
朝
に
入
る
と
、初
め
て
著
し
い
変
化
が
生
じ
る
。宋
の
江
淹
・
鮑
照
を
代
表
と
し
て
、そ
の
賦
作
の
中
に「
九
歌
」系
、つ
ま
り
一
句
の
半
ば
に「
兮
」

字
を
置
く
句
式
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
は
「
九
歌
」
へ
の
興
味
が
再
び
喚
起
さ
れ
る
時
代
と
も
い
え
よ
う
。
梁
の
蕭
綱
・
蕭
繹
兄

弟
も
こ
の
方
向
を
さ
ら
に
進
め
、多
彩
な
賦
句
を
作
り
出
し
た
。
同
時
に
、詩
的
五
言
・
七
言
の
句
も
賦
に
用
い
ら
れ
た
。
漢
晋
時
代
の
賦
の
作
者
達
が
『
離

騒
』
の
伝
統
を
忠
実
に
守
っ
た
上
で
、南
朝
時
代
の
作
者
達
が
、文
体
力
を
発
揮
し
、表
現
力
豊
か
な
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
－
３　

蕭
衍
父
子
の
楽
府
詩
と
斉
梁
の
文
学	

李　

曌
宇
（
東
京
大
学
大
学
院
）

南
斉
永
明
時
代
、
蕭
子
良
は
雞
籠
山
に
西
邸
を
建
て
、
文
学
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。
そ
こ
に
は
文
学
の
士
が
多
数
集
ま
り
、
文
学
の
行
事
や
詩
文
の
交
流

を
盛
ん
に
行
っ
た
が
、
後
に
梁
の
武
帝
と
な
っ
た
蕭
衍
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
蕭
衍
や
そ
の
息
子
で
あ
る
蕭
綱
・
蕭
繹
は
、
文
学
に
優
れ
た
臣

を
任
用
し
、
自
ら
も
詩
文
を
作
っ
た
。
彼
ら
の
詩
に
は
蕭
子
良
の
文
学
サ
ロ
ン
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蕭
衍
は
永
明
文
学
と
梁
の
文
学

と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

蕭
子
良
は
西
邸
に
お
い
て
楽
府
詩
の
制
作
を
指
揮
し
て
お
り
、
現
存
す
る
作
品
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
芳
樹
」、「
有
所
思
」、「
臨
高
臺
」
な
ど
の
楽

府
詩
が
あ
る
。
梁
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
と
同
じ
題
を
持
つ
楽
府
詩
が
、
蕭
綱
・
蕭
繹
や
彼
ら
に
仕
え
る
文
臣
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は

こ
の
よ
う
に
同
一
の
題
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
蕭
子
良
の
文
学
集
団
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
詩
の
表
現
を
も
継
承
し
て
い
る
。

一
方
で
蕭
衍
父
子
の
楽
府
詩
に
は
、
独
創
的
な
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
彼
ら
は
あ
ま
り
文
人
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
呉
歌
西
曲
を

模
擬
し
て
楽
府
を
創
作
し
、
さ
ら
に
新
た
な
楽
府
題
を
も
作
り
出
し
た
。
彼
ら
の
作
っ
た
楽
府
題
は
楽
府
の
世
界
を
極
め
て
豊
か
に
し
、
そ
の
後
、
唐
に

至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
楽
府
詩
が
作
ら
れ
続
け
、
唐
詩
の
重
要
な
一
部
分
と
な
っ
た
。
ま
た
言
語
表
現
の
面
で
も
、
彼
ら
は
口
語
的
語
彙
や
新

た
な
語
彙
を
大
胆
に
詩
に
詠
み
込
ん
だ
。
帝
王
で
あ
る
彼
ら
が
文
人
と
こ
う
し
た
作
品
を
唱
和
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
述
の
よ
う
な
新
た
な
変
化
が
広
く

浸
透
し
、
唐
詩
に
影
響
を
及
ぼ
す
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
文
学
史
の
視
点
か
ら
、
蕭
衍
父
子
が
創
作
し
た
楽
府
詩
を
主
な
題
材
と
し
て
、
蕭
子
良
か
ら
蕭
衍
を
経
て
蕭
綱
・
蕭
繹
へ
と
継
承
さ
れ
た

影
響
と
、
彼
ら
の
詩
作
が
も
た
ら
し
た
変
革
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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Ⅲ
－
４　

寿
蘇
会
・
赤
壁
会
と
富
岡
鉄
斎
が
描
く
蘇
東
坡	

戦　

暁
梅
（
東
京
工
業
大
学
）

富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
七
～
一
九
二
四
）
は
、　
「
文
人
画
最
後
の
巨
匠
」
と
呼
ば
れ
、
幕
末
、
明
治
、
大
正
を
生
き
た
多
産
の
文
人
画
家
で
あ
る
。
そ
の

作
品
の
画
題
は
中
国
の
古
典
文
学
や
人
物
の
逸
話
か
ら
由
来
す
る
も
の
が
多
く
、
な
か
で
も
、
北
宋
の
文
豪
蘇
東
坡
（
蘇
軾
、
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）　

に
因
ん
だ
作
品
が
多
い
。
こ
れ
は
富
岡
鉄
斎
が
生
涯
蘇
東
坡
の
自
由
逸
脱
な
人
物
を
敬
慕
し
、
自
ら
も
蘇
東
坡
と
同
じ
日
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
に
深

い
縁
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
藝
術
の
完
熟
期
と
呼
ば
れ
る
二
十
世
紀
十
年
代
～
二
十
年
代
の
間
に
、
鉄
斎
は

蘇
東
坡
を
主
題
と
す
る
大
作
を
次
々
と
創
作
し
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
「
百
東
坡
展
」
と
呼
ば
れ
た
「
富
岡
鉄
斎
南
宗
画
粋
展
観
」
を
開
い
た

こ
と
、
画
集
『
百
東
坡
図
』
を
出
版
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
鉄
斎
は
、
蘇
東
坡
関
係
の
作
品
を
創
作
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
高

い
創
作
意
欲
を
示
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
富
岡
鉄
斎
は
、
ど
う
し
て
こ
の
時
期
に
蘇
東
坡
の
題
材
に
こ
れ
ほ
ど
高
い
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て

鉄
斎
藝
術
の
最
高
水
準
を
代
表
す
る
作
品
の
数
々
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
本
発
表
で
は
、こ
の
こ
と
を
鉄
斎
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た「
寿
蘇
会
」

「
赤
壁
会
」
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
考
え
て
み
た
い
。

「
寿
蘇
会
」「
赤
壁
会
」
と
は
、
大
正
年
間
、
京
都
で
数
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
蘇
東
坡
を
記
念
す
る
文
人
の
集
い
で
、
そ
れ
を
主
宰
し
た
中
心
人

物
は
鉄
斎
と
同
様
に
蘇
東
坡
を
敬
慕
し
た
在
野
の
文
人
、漢
詩
人
・
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
で
あ
る
。
蘇
東
坡
の
誕
生
日
を
祝
う
「
寿
蘇
会
」

は
計
四
回
開
か
れ
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
乙
卯
寿
蘇
会
、
翌
六
年
の
丙
辰
寿
蘇
会
は
富
岡
鉄
斎
の
息
子
・
謙
藏
と
長
尾
雨
山
の
共
同
主
宰
の
も
と

で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
大
正
七
年
の
丁
巳
寿
蘇
会
、
大
正
九
年
の
己
未
寿
蘇
会
は
と
も
に
長
尾
雨
山
が
独
自
で
主
宰
し
た
。
富
岡
鉄
斎
は
数
回
の
寿
蘇

会
に
自
分
の
所
蔵
を
提
供
し
た
り
、
創
作
し
た
り
、
積
極
的
に
協
力
し
た
。
さ
ら
に
大
正
十
一
年
に
長
尾
雨
山
が
蘇
東
坡
の
名
作
「
前
赤
壁
賦
」「
後
赤
壁

賦
」
を
記
念
し
て
、
宇
治
川
で
「
赤
壁
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
富
岡
鉄
斎
は
発
起
人
の
一
人
と
な
り
、
赤
壁
会
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

本
発
表
で
は
、「
寿
蘇
会
」「
赤
壁
会
」
と
富
岡
鉄
斎
の
描
い
た
蘇
東
坡
題
材
の
作
品
に
着
目
し
、
そ
の
具
体
的
な
関
連
性
を
紐
解
き
な
が
ら
、
富
岡
鉄

斎
の
晩
年
藝
術
の
大
成
に
お
い
て
、
寿
蘇
会
・
赤
壁
会
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

Ⅲ
－
５　
『
新
編
酔
翁
談
録
』
考
―
「
酔
翁
」
お
よ
び
編
者
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―	

孟　

夏
（
広
島
大
学
大
学
院
）

『
新
編
酔
翁
談
録
』（
以
下
『
酔
翁
談
録
』
と
す
る
）
は
宋
末
元
初
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
小
説
集
で
あ
る
。『
酔
翁
談
録
』
所
収
の
物
語
の
中
に
は
、

前
代
あ
る
い
は
同
時
代
の
他
の
書
物
に
収
め
ら
れ
る
物
語
と
同
じ
も
の
、
も
し
く
は
類
似
す
る
も
の
も
多
く
、
ま
た
後
世
の
作
品
の
中
に
は
『
酔
翁
談
録
』

以
外
に
は
現
存
す
る
類
話
が
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
な
ど
、
小
説
史
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
持
ち
う
る
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
『
酔
翁
談
録
』
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
例
え
ば
そ
の
巻
首
に
は
「
廬
陵
羅
燁
編
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
羅
燁
が
ど
の
よ
う
な
人
物

な
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
甲
集
の
「
舌
耕
序
引
」
に
講
釈
師
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
編
者
羅

燁
は
「
書
会
才
人
（
講
釈
師
の
底
本
を
作
る
人
）」
で
あ
り
、『
酔
翁
談
録
』
は
語
り
物
と
深
い
関
係
の
あ
る
書
物
、
あ
る
い
は
「
講
釈
師
の
底
本
」
だ
と

さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、『
酔
翁
談
録
』
所
収
の
話
に
は
、
語
り
物
と
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
詩
詞
も
見
ら
れ
る
等
、『
酔
翁
談
録
』
が
講
釈
師
の
底

本
だ
と
す
る
と
理
解
し
が
た
い
問
題
も
存
在
す
る
。
そ
こ
で
発
表
者
は
、『
新
編
酔
翁
談
録
』
と
い
う
書
名
、
そ
し
て
「
廬
陵
羅
燁
編
」
と
い
う
情
報
に
考

察
を
加
え
る
こ
と
で
、『
酔
翁
談
録
』
の
性
質
や
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
「
談
録
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
談
録
」
と
名
付
け
ら
れ
る
書
物
は
、
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
談
論
さ
れ
た
逸
聞
や
瑣
事
な
ど

が
、
文
人
に
よ
っ
て
記
録
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
酔
翁
談
録
』
も
こ
う
し
た
「
談
録
」
群
の
一
つ
と
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
は
、『
酔
翁
談
録
』
の
「
酔
翁
」
と
は
い
か
な
る
人
物
だ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
編
者
で
あ
る
羅
燁
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、

「
酔
翁
」
お
よ
び
廬
陵
羅
氏
の
情
報
な
ど
を
整
理
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
酔
翁
談
録
』
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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Ⅲ
－
６　

万
暦
年
間
に
お
け
る
『
琵
琶
記
』
版
本
の
流
伝
―
『
重
校
琵
琶
記
』
を
中
心
と
し
て
―	

張　

洋
（
山
口
大
学
大
学
院
）

『
琵
琶
記
』
は
万
暦
年
間
に
最
も
多
く
出
版
さ
れ
た
。
黄
仕
忠
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
明
刊
本
『
琵
琶
記
』
の
す
べ
て
は
万
暦
二
十
五
年
玩
虎

軒
刊
本
の
影
響
を
受
け
、
継
志
斎
刊
本
・
集
義
堂
刊
本
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。
黄
氏
は
継
志
斎
刊
本
の
「
凡
例
」
お
よ
び
「
齣
目
」
の
襲
用
関
係
、
集
義

堂
刊
本
巻
首
の
「
琵
琶
記
序
」
か
ら
、
両
者
が
玩
虎
軒
刊
本
の
裔
本
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結
論
は
、
本
文
、
眉
批
を
対
校
し
て

得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
『
琵
琶
記
』
諸
版
本
に
お
け
る
継
志
斎
刊
本
・
集
義
堂
刊
本
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
導
か
れ
た
も
の
で

も
な
い
た
め
、
に
わ
か
に
は
信
を
措
き
が
た
い
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
重
校
琵
琶
記
』
は
、
嘉
靖
三
十
七
年
河
間
長
君
序
刊
本
に
基
づ
き
、
万
暦
二
十
六
年
継
志
斎
堂
主
陳
大
来
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
琵
琶
記
』
の
原
初
的
な
内
容
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
重
校
琵
琶
記
』
は
集
義
堂
か
ら
出
版

さ
れ
た
が
、
刊
刻
年
代
、
編
者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
版
式
、
挿
図
に
は
著
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
、
集
義
堂
刊
本
に
の
み
各
齣
末
に
「
釈
義
」、「
音

釈
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
両
者
の
本
文
は
近
似
し
て
お
り
、
同
一
底
本
に
基
づ
い
て
校
勘
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
明
刊
本
『
琵
琶
記
』
の
本
文
お
よ
び
眉
批
と
対
校
、
分
類
し
、
上
述
し
た
『
重
校
琵
琶
記
』
両
種
の
底
本
は
黄
氏
の
所
説
の
ご
と
く
玩

虎
軒
刊
本
で
は
な
く
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
新
刻
重
訂
出
像
附
釈
標
註
琵
琶
記
』（
戴
君
賜
註
釈
、
唐
晟
校
梓
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま

た
、
従
来
、
通
行
本
系
統
を
代
表
す
る
と
看
做
さ
れ
て
き
た
汲
古
閣
刊
本
は
、
実
は
玩
虎
軒
刊
本
か
ら
で
は
な
く
上
述
の
唐
晟
校
梓
本
か
ら
多
く
を
襲
用

し
て
お
り
、
通
行
本
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
る
刊
本
に
つ
い
て
再
度
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
現
存
す
る
明
刊
本
『
琵

琶
記
』
の
な
か
で
唐
晟
校
梓
本
の
位
置
づ
け
を
知
る
う
え
で
、『
重
校
琵
琶
記
』
は
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
－
７　
『
風
俗
女
西
遊
記
』
に
見
る
『
西
遊
記
』
の
影
響	

蕭　

涵
珍
（
中
興
大
学
）

中
国
四
大
奇
書
の
一
つ
『
西
遊
記
』
の
刊
本
が
日
本
に
舶
来
し
た
の
は
江
戸
初
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、江
戸
中
期
に
入
る
と
、『
通
俗
西
遊
記
』

が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
か
ら
、『
絵
本
西
遊
記
』
が
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
よ
う
に
、
一
連
の
翻
訳
が
出
現
し
、
江
戸
の
読

者
の
間
に
三
蔵
法
師
と
個
性
的
な
弟
子
た
ち
の
西
天
取
経
の
物
語
が
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
。こ
う
し
た
背
景
の
下
、人
形
浄
瑠
璃『
五
天
竺
』（
一
八
一
六
）、

曲
亭
馬
琴
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』（
一
八
二
五
～
一
八
三
一
）、楚
満
人
『
風
俗
女
西
遊
記
』（
一
八
二
九
）
の
よ
う
に
、『
西
遊
記
』
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
、

和
漢
の
典
故
や
技
法
を
巧
妙
に
駆
使
し
て
新
た
な
生
命
力
を
吹
き
込
ん
だ
翻
案·

関
連
作
品
が
次
々
に
登
場
し
た
。

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
分
析
が
な
か
っ
た
『
風
俗
女
西
遊
記
』
に
着
目
し
、『
西
遊
記
』
と
の
比
較
研
究
を
行
う
。『
風
俗
女
西
遊
記
』
は
、

清
見
義
景
家
の
お
家
騒
動
を
巡
り
、
三
蔵
法
師
に
あ
た
る
三
ツ
姫
が
、
高
子
（
孫
悟
空
）
や
お
さ
ご
（
沙
悟
浄
）、
お
い
の
（
猪
八
戒
）
を
引
き
連
れ
、
家

の
再
興
を
目
指
す
話
で
あ
る
。
楚
満
人
は
『
西
遊
記
』
の
舞
台
を
鎌
倉
時
代
に
移
し
、
主
要
人
物
を
女
性
に
変
え
る
こ
と
で
、
こ
の
作
品
を
魅
力
的
な
も

の
に
仕
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、『
風
俗
女
西
遊
記
』
の
人
物
設
定
に
残
る
『
西
遊
記
』
の
痕
跡
や
、
そ
の
性
別
転
換
の
創
作
意
図
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
る
。

ま
ず
、
高
子
と
お
さ
ご
の
人
物
像
を
、
二
人
の
生
い
立
ち
や
両
親
の
出
自
、
図
像
の
描
き
方
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
、『
西
遊
記
』
の
そ
れ
と
比
較
す

る
。
高
子
の
母·

木
の
葉
が
住
む
赤
岩
庚
申
山
の
風
景
や
、
お
さ
ご
が
河
童
に
遭
遇
す
る
場
面
に
、
花
果
山
の
水
簾
洞
や
如
来
の
五
行
山
か
ら
の
影
響
が

窺
え
る
こ
と
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
次
に
、『
風
俗
女
西
遊
記
』
を
、『
水
滸
伝
』
の
好
漢
を
女
性
に
し
た
曲
亭
馬
琴
『
傾
城
水
滸
伝
』（
一
八
二
五
～

一
八
三
五
）
と
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
性
別
転
換
を
図
っ
た
こ
れ
ら
の
作
品
群
が
、
当
時
の
い
か
な
る
背
景
の
下
ど
の
よ
う
な
読
者
層
に
狙
い
を
つ

け
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
『
風
俗
女
西
遊
記
』
の
特
徴
を
示
し
、
本
作
の
文
学
的·

歴
史
的
な
価
値
を
指
摘
し

て
み
た
い
。
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李
嶠
「
宝
剣
篇
」
創
作
考
―
昇
仙
太
子
の
剣
を
手
が
か
り
と
し
て
―	

種
村　

由
季
子
（
九
州
大
学
専
門
研
究
員
）

李
嶠
（
六
四
五
～
七
一
四
）
は
、「
文
章
の
宿
老
」（『
新
唐
書
』
本
伝
）
と
し
て
武
則
天
の
治
世
を
支
え
た
文
人
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
人
物
像
は
「
性
栄

遷
を
好
む
も
、
人
の
昇
進
を
憎
む
。
性
文
学
を
好
む
も
、
人
の
才
華
を
憎
む
。
性
貪
濁
な
る
も
、
人
の
賂
を
受
く
る
を
憎
む
」（『
唐
詩
紀
事
』
巻
十
）
な

ど
批
判
的
な
も
の
が
多
い
。

さ
て
、
李
嶠
「
宝
剣
篇
」
は
、
宝
剣
の
美
し
さ
や
そ
の
霊
妙
な
力
を
讃
え
つ
つ
、
天
下
の
泰
平
を
賛
美
し
た
作
品
で
、
そ
の
内
容
か
ら
従
来
、
李
嶠
が

自
ら
を
宝
剣
に
仮
託
し
、重
用
を
願
う
所
謂
「
懐
才
不
遇
」
の
詩
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
武
則
天
に
対
す
る
阿
諛
追
従
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
上
述
の
李
嶠
の
強
欲
な
人
物
像
に
加
え
、
当
時
の
宮
廷
詩
人
た
ち
が
「
皆�

狎
猥
佻
佞
に
し
て
、
君
臣
の
礼
法
を
忘
れ
、
惟
だ
文
華
を
以
て
幸
を
取

る
の
み
」（『
新
唐
書
』
李
適
伝
）
と
軽
蔑
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
「
宝
剣
篇
」
で
は
、宝
剣
の
持
ち
主
と
し
て
英
雄
や
遊
侠
だ
け
で
な
く
、嵩
山
で
登
仙
し
た
と
さ
れ
る
周
の
霊
王
の
太
子
、王
子
喬
が
登
場
す
る
。

実
は
武
則
天
は
晩
年
、
こ
の
王
子
喬
を
昇
仙
太
子
と
改
名
し
、
特
に
熱
心
に
信
仰
し
た
。
ま
た
嵩
山
に
あ
る
彼
の
古
塚
を
新
た
に
昇
仙
太
子
廟
と
命
名
し
、

大
規
模
な
修
復
を
行
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
、
廟
の
石
室
か
ら
一
振
り
の
剣
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
二
月
、

完
成
し
た
昇
仙
太
子
廟
に
行
幸
し
た
武
則
天
が
自
ら
書
し
た
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
中
で
も
、
王
子
喬
の
剣
が
見
つ
か
っ
た
瑞
祥
と
し
て
記
さ
れ
る
。

本
発
表
で
は
、「
宝
剣
篇
」
を
改
め
て
精
読
し
た
上
で
、
併
せ
て
同
時
代
の
詩
文
に
も
着
目
し
、
こ
の
作
品
の
創
作
意
図
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
い
。

ま
た
、
武
則
天
朝
の
宮
廷
詩
人
に
対
す
る
批
判
的
、
軽
蔑
的
な
伝
記
や
逸
話
が
、
彼
ら
の
作
品
理
解
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
い
。

Ⅲ
－
９　

温
庭
筠
の
望
郷
詩
に
つ
い
て
―
水
辺
の
夢
―	

鈴
木　

政
光
（
東
北
大
学
大
学
院
）

温
庭
筠
（
八
〇
一
頃
～
八
六
六
）
は
、
宋
代
に
盛
行
を
み
る
「
詞
」
の
開
拓
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
と
同
時
に
、
晩
唐
前
期
を
代
表
す
る
詩
人
の
一

人
で
あ
る
。「
商
山
早
行
」
は
、
頷
聯
が
欧
陽
脩
の
『
六
一
詩
話
』
に
て
梅
尭
臣
の
言
と
し
て
、「
則
ち
道
路
の
辛
苦
、
羈
愁
旅
思
、
豈
に
言
外
に
見
わ
れ

ざ
ら
ん
や
」
と
評
価
さ
れ
て
以
来
、
温
庭
筠
の
近
体
詩
に
お
け
る
代
表
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

　

晨
起
動
征
鐸
、
客
行
悲
故
郷　
　

晨
起�

征
鐸
を
動
か
し
、
客
行�

故
郷
を
悲
し
む

　

雞
聲
茅
店
月
、
人
迹
板
橋
霜　
　

鶏
声�

茅
店
の
月
、
人
迹�

板
橋
の
霜

　

槲
葉
落
山
路
、
枳
花
明
驛
牆　
　

槲
葉�

山
路
に
落
ち
、
枳
花�

駅
牆
に
明
ら
か
な
り

　

因
思
杜
陵
夢
、
鳧
雁
滿
廻
塘　
　

因
り
て
思
う�

杜
陵
の
夢
、
鳧
雁�

廻
塘
に
満
つ

横
山
伊
勢
雄
氏
は
、
唐
代
の
早
行
詩
が
、
発
想
と
用
語
の
点
で
先
行
作
品
と
繋
が
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
商
山
早
行
」
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、

頸
聯
か
ら
尾
聯
へ
の
接
続
に
み
ら
れ
る
、「
羈
愁
旅
思
」
の
情
景
か
ら
懐
か
し
い
「
杜
陵
の
夢
」
へ
戻
ろ
う
と
す
る
退
行
的
な
意
識
が
、
唐
代
早
行
詩
に
お

い
て
異
質
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。「
夢
」
の
語
を
含
む
温
庭
筠
の
作
は
、『
全
唐
詩
』
に
収
め
る
詩
三
百
三
十
五
首
の
う
ち
四
十
首
、『
花
間

集
』
に
収
め
る
詞
六
十
六
首
の
う
ち
十
三
首
に
上
る
が
、
望
郷
詩
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
温
庭
筠
の
故
郷
は
多
く
の
場
合
、
夢
と
と
も
に
詠
わ
れ
、

そ
の
情
景
は
「
鳧
雁
」
の
よ
う
な
水
鳥
の
浮
か
ぶ
長
閑
な
水
辺
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

温
庭
筠
の
故
郷
に
つ
い
て
、
出
生
地
が
江
南
の
呉
中
で
あ
る
こ
と
は
、
陳
尚
君
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
別
墅
が
長

安
西
南
郊
外
の
鄠
県
と
東
南
郊
外
の
杜
城
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
彼
自
身
の
詩
か
ら
確
認
で
き
る
。「
商
山
早
行
」
で
は
、
別
墅
に
近
い
「
杜
陵
」
の
景

物
が
、
江
南
を
髣
髴
と
さ
せ
る
水
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
温
庭
筠
の
望
郷
詩
に
あ
ら
わ

れ
る
「
夢
」
と
そ
こ
で
描
か
れ
る
「
水
辺
」
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
彼
の
望
郷
詩
が
も
つ
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
、
温
庭
筠
詩
詞
に
多
用
さ
れ
る
「
夢
」

の
語
が
作
中
で
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
い
て
い
る
か
、
そ
の
糸
口
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
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言
語
に
対
す
る
欧
陽
脩
の
信
と
不
信
―
慶
暦
期
に
お
け
る
詩
風
と
文
風
の
違
い
を
中
心
に
―	

渡
部　

雄
之
（
広
島
大
学
大
学
院
）

『
易
』
繫
辞
伝
の
「
書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
」
に
基
づ
く
中
国
の
伝
統
的
言
語
観
は
、
中
唐
の
韓
愈
を
中
心
と
す
る
一
派
の
文
学
、
殊
に
そ
の
詩
歌
創
作

に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
。
彼
ら
は
、
こ
と
ば
は
世
界
の
実
相
や
主
体
者
の
思
考
、
情
感
を
、
詳
細
か
つ
正
確
に
言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
、
そ
れ
を
怪
奇
な
文
字
や
語
句
を
駆
使
し
つ
つ
実
践
し
よ
う
と
し
た
。
後
に
北
宋
の
文
人
た
ち
は
、
韓
愈
等
の
こ
の
新
た
な
言
語
観
を
継
承
し
た

と
さ
れ
る
。

北
宋
の
欧
陽
脩
の
文
学
は
、
平
明
暢
達
を
尊
ぶ
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
慶
暦
を
中
心
と
す
る
一
時
期
に
は
、
詩
に
お
い
て
の
み
韓

愈
の
よ
う
な
「
奇
険
」「
怪
巧
」
な
作
風
を
追
求
し
た
。
文
で
は
平
易
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
詩
で
は
怪
奇
を
志
向
す
る
こ
の
よ
う
な
創
作
姿
勢
は
、
矛
盾

を
は
ら
む
も
の
と
し
て
呂
肖
奐
氏
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る（「
欧
陽
修
対
奇
険
風
格
的
矛
盾
態
度
」、『
西
南
民
族
大
学
学
報
』二
〇
〇
五
年
第
十
一
期
）が
、

上
に
述
べ
た
言
、
意
、
物
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
も
、
詩
文
間
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
で
は
こ
と
ば
に
よ
り
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
事
柄
を
描
写
し
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
創
作
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
文
で
は
物
事
の
細
部
ま
で
は
表
現
し
得
な
い
と
い
う
考
え
の
下
で
作

品
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
相
異
は
、
詩
と
文
が
本
来
有
す
る
書
き
方
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
も
言
え
る
が
、
北
宋
人
の
韓
愈
文
学
の
受

容
の
仕
方
と
も
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
欧
陽
脩
に
お
い
て
詩
風
と
文
風
が
異
な
る
慶
暦
期
の
作
品
を
中
心
に
、
韓
愈
文
学
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
、「
言
不
尽
意
」
と
「
言
尽

意
」
の
二
つ
の
言
語
観
に
つ
い
て
論
じ
る
。
同
時
に
、
か
か
る
相
異
が
北
宋
文
学
史
の
中
で
有
す
る
意
味
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

Ⅲ
－
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黄
遵
憲
の
詩
作
に
お
け
る
『
日
本
雑
事
詩
』
改
訂
の
位
置
づ
け	

趙　

偵
宇
（
京
都
大
学
大
学
院
）

光
緒
十
七
年
（
一
八
九
一
）
六
月
、
黄
遵
憲
は
『
人
境
廬
詩
草
』
自
序
で
「
詩
の
外
に
事
有
り
、
詩
の
中
に
人
有
り
」
と
主
張
し
た
。
そ
の
前
年
光
緒

十
六
年
七
月
、
黄
遵
憲
は
光
緒
五
年
（
一
八
七
九
）
に
東
京
で
編
ん
だ
『
日
本
雑
事
詩
』
初
版
（
百
五
十
四
首
）
を
ロ
ン
ド
ン
で
改
訂
し
、
定
本
（
二
百

首
）
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
初
版
が
ま
さ
に
「
詩
の
外
に
事
有
り
」
の
実
践
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
定
本
に
は
「
悵
と
し
て
憶
う　

児
童
逃
学
の
時
」、「
故

郷
正
に
作
す　

消
寒
の
会
」
と
い
っ
た
、
作
者
の
思
い
が
伺
え
る
詩
句
が
増
え
、「
詩
の
中
に
人
有
り
」
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。
従
来
は
、『
日
本
雑
事
詩
』

の
み
を
独
立
さ
せ
た
研
究
が
主
流
で
あ
り
、『
人
境
廬
詩
草
』
と
あ
わ
せ
た
考
察
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
本
発
表
で
は
、黄
遵
憲
の
詩
作
全
体
の
中
に
、『
日

本
雑
事
詩
』
初
版
と
定
本
の
改
訂
過
程
を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

も
と
も
と
長
編
の
古
体
詩
を
得
意
と
し
て
い
た
黄
遵
憲
は
、
日
本
滞
在
中
、「
不
忍
池
晩
遊
詩
」（
十
五
首
）、「
近
世
愛
国
志
士
歌
」（
十
四
首
）
な
ど
絶

句
連
作
に
挑
戦
し
始
め
た
。「
余
は
素
よ
り
能
く
絶
句
を
為
ら
ず
」（『
日
本
雑
事
詩
』
初
版
）
と
言
い
な
が
ら
も
、
あ
え
て
百
五
十
四
首
の
絶
句
連
作
と
し

て
『
日
本
雑
事
詩
』
初
版
を
ま
と
め
た
こ
と
は
、
一
種
の
創
作
上
の
実
験
と
し
て
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
初
版
か
ら
十
年
を
経
た
定
本
に
至
っ
て
、「
余
は

素
よ
り
能
く
絶
句
を
為
ら
ず
」
の
語
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
黄
遵
憲
が
実
験
を
終
え
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。
以
後
も
、
黄
遵
憲
に
は
、
外

国
の
任
地
に
お
い
て
絶
句
連
作
と
し
て
「
雑
感
」「
雑
詩
」
を
作
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
『
日
本
雑
事
詩
』
の
改
訂
内
容
か
ら
は
、
日
本
・
欧
米
諸
国
で
外
交
官
を
歴
任
す
る
う
ち
に
見
聞
を
広
め
た
黄
遵
憲
の
、
中
国
の
「
旧
学
」
及

び
西
洋
の
「
新
学
」
に
対
す
る
態
度
の
変
容
の
軌
跡
も
見
い
だ
せ
る
。『
日
本
雑
事
詩
』
初
版
・
定
本
の
対
照
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
差
異
に
つ
い
て
、
本

発
表
で
は
具
体
的
に
指
摘
し
た
い
。
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第
四
会
場

Ⅳ
－
１　

小
説
『
水
滸
伝
』
と
明
代
伝
奇
『
水
滸
記
』
に
お
け
る
閻
婆
惜	

呉　

雨
彤
（
京
都
大
学
大
学
院
）

宋
江
等
を
主
人
公
と
す
る
梁
山
泊
の
物
語
は
、
元
代
に
す
で
に
雑
劇
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
明
代
に
は
、『
宝
剣
記
』、『
義
侠
記
』、『
水
滸
記
』

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
戯
曲
作
品
が
続
々
と
生
み
出
さ
れ
た
。『
宣
和
遺
事
』
で
わ
ず
か
数
行
し
か
な
い
宋
江
と
閻
婆
惜
の
物
語
は
、『
水
滸
伝
』
で
は

何
千
字
に
も
上
る
重
要
な
回
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
明
代
万
暦
年
間
の
許
自
昌
の
戯
曲
『
水
滸
記
』
は
、
宋
江
と
閻
婆
惜
の
物
語
を
作
品
全
体
を
支
え

る
二
本
柱
の
一
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
本
文
で
は
、
小
説
『
水
滸
伝
』
と
戯
曲
『
水
滸
記
』
を
比
較
し
、
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
閻
婆
惜
像

を
分
析
し
、
そ
の
創
作
動
機
と
主
旨
を
探
求
し
て
ゆ
く
。

小
説
『
水
滸
伝
』
で
は
、「
淫
婦
」
で
あ
る
閻
婆
惜
が
欲
望
に
駆
ら
れ
、
つ
い
に
宋
江
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
教
訓
を
通
し
て
、
全
書
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ

る
女
性
や
色
欲
に
否
定
的
な
思
想
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
比
べ
て
、
戯
曲
『
水
滸
記
』
は
、
小
説
で
は
描
写
の
少
な
い
閻
婆
惜
の
情
夫
で
あ
る
張

三
郎
（
張
文
遠
）
に
脚
光
を
あ
て
、
二
人
が
知
り
合
う
時
期
を
閻
が
宋
江
と
知
り
合
う
よ
り
も
前
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
二
人
の
関
係

の
罪
悪
性
を
軽
減
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
美
し
い
歌
詞
に
よ
っ
て
閻
婆
惜
の
淋
し
さ
を
繊
細
に
描
写
し
、
人
と
し
て
の
欲
望
を
肯
定
し
同
情
を
寄
せ
る
。

一
方
で
、
小
説
に
は
登
場
し
な
い
宋
江
の
妻
、
孟
氏
の
忠
貞
を
強
調
し
て
、
閻
婆
惜
を
側
面
か
ら
批
判
し
て
も
い
る
。
そ
し
て
小
説
と
比
べ
て
最
も
大
き

な
違
い
は
、「
冥
感
」
の
一
幕
（「
活
捉
」、
ま
た
「
情
勾
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
で
、
死
ん
だ
閻
婆
惜
を
幽
霊
と
し
て
登
場
さ
せ
、
張
文
遠
を
あ
の
世
へ
連
れ

去
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
人
の
愛
情
が
あ
の
世
で
成
就
す
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
過
ち
で
命
を
落
と
し
た
閻
婆
惜
の
悔

し
さ
を
表
現
し
、
更
に
軽
薄
な
張
文
遠
に
も
こ
う
し
た
「
愛
情
」
と
い
う
形
式
で
罰
を
下
し
、
閻
婆
惜
に
た
い
す
る
憐
れ
み
と
同
時
に
、
二
人
の
関
係
に

批
判
な
態
度
を
示
し
た
と
考
え
る
。

Ⅳ
－
２　

諏
訪
市
博
物
館
蔵
『
忠
義
水
滸
全
伝
』
に
つ
い
て
―
江
戸
時
代
の
白
話
受
容
と
水
滸
伝
版
本
流
伝
―

	
	

中
原　

理
恵
（
京
都
大
学
大
学
院
）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、水
滸
伝
に
は
数
多
く
の
版
本
が
存
在
し
、百
二
十
回
本
に
は
、所
謂
「
袁
無
涯
本
」、『
忠
義
水
滸
全
伝
』、『
忠
義
水
滸
全
書
』

の
３
種
が
存
在
す
る
。
発
表
者
が
『
忠
義
水
滸
全
伝
』（
以
下
、
全
伝
）
の
版
本
流
伝
に
つ
い
て
原
本
調
査
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
諏
訪
市
博
物
館
に
お

い
て
、
他
の
『
全
伝
』
に
は
確
認
で
き
な
い
特
徴
の
あ
る
写
本
を
目
に
す
る
機
会
を
得
た
。

諏
訪
市
博
物
館
に
蔵
さ
れ
る『
全
伝
』（
以
下
、諏
訪
本
）の
特
色
は
、『
全
伝
』の
前
段
階
に
あ
た
る
北
京
大
学
図
書
館
蔵「
袁
無
涯
本
」の
み
に
見
ら
れ
る「
読

忠
義
水
滸
全
伝
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
項
目
は
、
日
本
に
現
存
す
る
六
部
の
『
全
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
か

つ
て
日
本
に
、
中
国
の
孤
本
と
さ
れ
る
「
袁
無
涯
本
」
が
存
在
し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
発
表
で
は
、「
袁
無
涯
本
」
と
『
全
伝
』
の
関
係
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
諏
訪
本
が
「
袁
無
涯
本
」
と
『
全
伝
』
の
過
渡
期
に
あ
た
る
蓋
然
性
、
及
び
、「
読
忠
義
水
滸
全
伝
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
『
全
伝
』
の
段
階
で
削

ら
れ
た
理
由
を
分
析
す
る
。

こ
の
諏
訪
本
の
書
誌
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、写
本
で
は
あ
る
が
、図
や
字
体
ま
で
ま
る
で
版
本
を
敷
き
写
し
し
た
か
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
、上
象
鼻
に
「
水

滸
全
伝
」
と
印
刷
し
た
特
製
の
用
紙
を
用
い
て
お
り
、大
が
か
り
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
諏
訪
本
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
『
全
伝
』
を
そ
っ

く
り
に
写
し
取
っ
た
意
味
を
検
証
す
る
。

諏
訪
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る
高
島
藩
第
五
代
藩
主
・
諏
訪
忠
林
（
一
七
〇
三
～
一
七
七
〇
）
は
、
服
部
南
郭
を
は
じ
め
と
し
た
荻
生
徂
徠
派
の
文
人
た
ち

と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諏
訪
市
博
物
館
に
は
、
諏
訪
忠
林
自
ら
白
話
語
彙
の
辞
書
を
編
纂
し
、
白
話
を
学
習
し
よ
う
と
し
て

い
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諏
訪
忠
林
と
荻
生
徂
徠
派
の
文
人
・
学
者
た
ち
と
の
交
友
関
係
を
探
り
つ
つ
、
諏
訪
本
の
底
本
、
及
び
、
江
戸

時
代
に
お
い
て
白
話
が
い
か
に
受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
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Ⅳ
－
３　

九
天
玄
女
授
天
書
考
―
『
水
滸
伝
』
か
ら
の
考
察
―	

頼　

思
妤
（
東
京
大
学
大
学
院
）

『
水
滸
伝
』
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
明
代
小
説
に
は
九
天
玄
女
が
登
場
し
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
女
仙
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

最
も
印
象
的
な
の
は
、「
天
か
ら
降
り
、
天
書
を
授
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
九
天
玄
女
像
の
雛
形
は
『
宣
和
遺
事
』
か
ら
来
て
い
る

が
、
そ
れ
は
宋
朝
の
皇
室
の
泰
山
封
禅
等
に
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
話
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
真
宗
ら
の

封
禅
よ
り
も
、
こ
れ
以
前
に
太
祖
と
と
も
に
征
戦
を
行
い
参
謀
と
な
っ
た
趙
普
が
九
天
玄
女
の
逸
話
を
引
き
合
い
に
出
し
た
事
柄
こ
そ
が
、
注
意
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

上
記
の
事
柄
は
、『
秘
蔵
通
玄
変
化
六
陰
洞
微
遁
甲
真
経
』
に
収
録
さ
れ
た
「
宋
尚
書
右
僕
射
趙
普
進
経
表
」
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
趙

普
は
陳
橋
の
変
を
主
導
し
た
等
の
理
由
に
よ
り
北
宋
建
国
の
功
臣
と
言
わ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
進
経
表
を
書
い
た
か
ら
に
は
、
太
祖
が

全
く
こ
う
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
更
に
、
征
戦
を
行
っ
た
功
臣
で
あ
る
王
全
斌
や
崔
彦
迪
（
進
）、
劉
光
義
、

曹
彬
等
も
趙
普
が
遁
甲
法
を
用
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ま
た
、
唐
の
皇
室
に
お
い
て
既
に
九
天
玄
女
の
こ
う
し
た
逸
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
伝
統
が

あ
る
が
、
宋
の
真
宗
期
の
『
雲
笈
七
籤
』
等
か
ら
は
、
明
ら
か
に
九
天
玄
女
の
地
位
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
天
玄
女
に
つ
い
て
最
も
早
く
記
述
し
た
文
献
は
河
図
・
洛
書
関
係
の
緯
書
で
あ
る
が
、
道
教
が
こ
れ
を
取
り
込
ん
で
再
編
成
を
行
っ
た
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
九
天
玄
女
が
天
書
を
授
け
る
逸
話
の
起
源
を
遡
り
つ
つ
、
こ
の
逸
話
の
由
来
・
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
更
に
、

こ
う
し
た
九
天
玄
女
の
記
述
と
『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
記
述
と
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
も
試
み
た
い
。

Ⅳ
－
４　

次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

い
ま
『
文
選
』
を
読
む
―
中
国
古
典
文
学
の
規
範
と
そ
の
距
離
―

	

○
佐
藤　

大
志
（
広
島
大
学
）

	

陳　

翀
（
広
島
大
学
）

	
中
木　

愛
（
龍
谷
大
学
）		

	
川
島　

優
子
（
広
島
大
学
）

	

高
西　

成
介
（
高
知
県
立
大
学
）

テ
キ
ス
ト
の
電
子
化
が
進
み
、
か
つ
て
は
見
る
こ
と
す
ら
難
し
か
っ
た
資
料
を
、
い
と
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
大
量
の
用
例
を
瞬
時
に
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
現
在
、
だ
か

ら
こ
そ
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
大
量
の
デ
ー
タ
と
格
闘
し
つ
つ
、
そ
の
「
核
」
と
な
る
も
の
と
は
何
か
を
、
改
め
て
問
い
直
す
作
業
を
試
み
る
こ
と
も
、
い
ま

必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
典
文
学
、こ
と
に
中
国
の
古
典
文
学
は
、文
学
の
因
襲
の
な
か
で
お
の
ず
と
定
め
ら
れ
た
規
範
が
強
く
支
配
す
る
と
さ
れ
る
。
で
は
、彼
ら
が
「
規
範
」

と
し
た
も
の
、
彼
ら
の
文
学
の
「
核
」
と
な
る
も
の
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
中
国
古
典
文
学
の
「
規
範
」
を
探

る
と
同
時
に
、
そ
の
「
規
範
」
と
個
々
の
文
学
事
象
と
の
距
離
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
中
国
の
古
典
文
学
を
問
い
直
し
、
新
た
な
問
題
領
域

を
切
り
拓
く
可
能
性
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
は
、
そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
六
朝
期
の
詞
華
集
『
文
選
』
と
そ
の
李
善
注
に
着
目
し
、『
文
選
』
と
各
時
代
（
唐
宋
か
ら
明
清
）、
各
領
域
（
詩

文
・
説
話
・
白
話
小
説
）
の
文
学
事
象
と
の
関
係
を
問
い
直
す
こ
と
で
見
え
て
く
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

当
日
は
、佐
藤
が「
規
範
／
古
典
と
し
て
の『
文
選
』」と
し
て
、ま
ず
全
体
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、続
け
て
陳
、中
木
が「『
文
選
』の
規
範
化
と
そ
の
問
題
点
」

と
し
て
、『
文
選
』
の
規
範
化
を
視
座
と
し
つ
つ
、
唐
宋
期
の
詩
文
と
『
文
選
』
と
の
距
離
を
改
め
て
問
い
直
し
、『
文
選
』
及
び
そ
の
李
善
注
に
基
づ
く
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中
国
古
典
文
学
の
再
解
釈
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
。
さ
ら
に
川
島
、高
西
は
「
規
範
／
古
典
と
し
て
の
『
文
選
』
と
各
文
学
領
域
と
の
距
離
」
と
し
て
、

規
範
／
古
典
と
し
て
の
『
文
選
』
と
近
世
白
話
小
説
と
の
距
離
、
説
話
の
中
の
『
文
選
』（
語
ら
れ
る
『
文
選
』）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
提
起
す

る
予
定
で
あ
る
。

Ⅳ
－
５　

次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

武
人
・
武
官
と
文
学	

	

○
小
松　

謙
（
京
都
府
立
大
学
）

	

井
口　

千
雪
（
九
州
大
学
）

	
岡
崎　

由
美
（
早
稲
田
大
学
）

	
松
浦　

智
子
（
神
奈
川
大
学
）

中
国
文
学
に
お
け
る
武
人
・
武
官
の
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。『
三
国
志
演
義
』『
水
滸
伝
』
な
ど
の
白
話
小
説
に
つ

い
て
も
、
武
人
は
あ
く
ま
で
題
材
と
見
な
さ
れ
、
彼
ら
が
小
説
自
体
の
成
立
に
主
体
的
に
関
わ
っ
た
と
い
う
見
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
白
話
小
説
を
生
む
土
壌
と
な
っ
た
演
劇
・
芸
能
が
軍
隊
や
武
人
と
深
く
関
わ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

演
劇
・
芸
能
を
担
う
演
じ
手
た
ち
は
、
通
常
社
会
的
に
差
別
さ
れ
る
人
々
で
あ
り
、
そ
の
観
客
た
ち
の
多
く
は
声
な
き
民
衆
で
あ
っ
た
。「
好
人
不
当
兵
」

と
い
う
諺
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、中
国
に
お
い
て
は
武
人
た
ち
も
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
が
ち
な
人
々
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、演
劇
・
芸
能
に
は
、

歴
史
書
に
見
ら
れ
る
記
述
と
は
大
き
く
異
な
る
方
向
性
を
持
つ
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
。
歴
史
書
に
お
い
て
は
、
武
人
は
制
御
し
が
た
い
粗
野
な
存
在
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
楊
家
将
や
岳
飛
を
主
題
と
す
る
演
劇
・
芸
能
に
お
い
て
は
、
愚
直
に
忠
誠
を
尽
く
す
武
官
を
文
官
が
迫
害
す
る
と
い
う
構
造
が

繰
り
返
し
現
れ
る
。
ま
た
、
武
官
を
優
遇
し
た
明
の
武
宗
正
徳
帝
は
、
史
書
で
は
暗
君
と
さ
れ
る
が
、
演
劇
・
芸
能
で
は
、
平
民
に
変
装
し
て
庶
民
と
親

し
む
皇
帝
と
し
て
肯
定
的
に
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
齟
齬
は
、
歴
史
書
の
制
作
者
が
知
識
人
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

宋
代
以
降
、
科
挙
官
僚
が
支
配
層
を
形
成
す
る
体
制
を
取
っ
て
き
た
中
国
に
お
い
て
は
、
文
字
文
献
は
基
本
的
に
知
識
人
視
点
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て

き
た
。
実
際
に
は
、
人
口
比
か
ら
す
れ
ば
知
識
人
以
外
の
人
々
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
彼
ら
は
知
識
人
と
は
異
な
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
発
信
手
段
を
持
た
な
い
た
め
、
そ
の
声
が
表
面
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
代
後
期
に
至
り
、
白
話
小
説

の
本
格
的
な
刊
行
と
と
も
に
、
声
な
き
声
が
文
字
の
世
界
に
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
不
特
定
多
数
の
読
者
を
対
象
と
す
る
文
学
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作
品
の
制
作
・
刊
行
と
い
う
近
代
的
な
文
学
行
為
が
広
ま
る
。
何
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
か
。

近
年
、『
三
国
志
演
義
』『
水
滸
伝
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
大
物
武
官
郭
勛
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、『
金
瓶
梅
』
や
元
雑
劇
テ
キ
ス
ト
の
流
布

に
明
の
秘
密
警
察
で
あ
る
錦
衣
衛
の
武
官
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
明
代
に
お
け
る
各
地
の
楊
氏
が
楊
家
将
と
系
譜
を
つ
な
げ
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
白
話

小
説
の
刊
行
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
武
人
・
武
官
が
白
話
小
説
の
成
立
と
流
布
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
武
人
を
題
材
と
す
る
白
話
文
学
は
何
を
目
的
に
制
作
・
刊
行
さ
れ
、
社
会
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
そ
の
過
程
で
武
人
・
武
官

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
関
与
し
た
知
識
人
は
武
人
・
武
官
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
本
来
身

体
的
表
現
で
あ
っ
た
「
武
」
が
文
学
言
語
化
さ
れ
て
い
く
過
程
、
そ
の
演
じ
手
の
性
格
が
文
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
も
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
声
な
き
人
々

の
声
が
現
れ
て
く
る
過
程
を
再
現
し
て
み
た
い
。

第
五
会
場

第
七
十
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

世
界
的
視
野
か
ら
見
た
中
国
学

こ
の
日
本
中
国
学
会
第
七
十
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
時
代
に
お
い
て
、
中
国
学
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
示
し
う

る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
そ
の
内
面
化
で
あ
る
内
な
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
反
省
を
踏
ま
え
て
、
世
界
の
中
国
学
は

新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
哲
学
と
人
類
学
を
専
門
と
す
る
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ュ
エ
ッ
ト
（M

ichael�Puette

）
教
授
（
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
中
国
言
語
学
を
専
門
と
す
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
マ
ー
ル
（Christine�Lam

arre

）
教
授
（IN

A
LCO

）
の

お
二
人
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
中
国
学
の
歴
史
と
現
在
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
く
。
国
際
的
に
活
躍
す
る

お
二
人
は
日
本
の
中
国
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
日
本
の
中
国
学
が
よ
り
一
層
、
世
界
の
中
国
学
と
の
対
話
へ
と
開
か
れ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ュ
エ
ッ
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
中
国
哲
学
を
考
え
る
」

真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
哲
学
を
展
開
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
中
の
文
化
に
お
い
て
、
自
己
に
つ
い
て
、
人
間
を
豊
か
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
多
く
の
理
論
が
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
真
剣
に
受
け
取
り
、
今
日
の
世
界
に
お
い
て
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
理
論
と
の
対
話
に

置
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
さ
さ
や
か
な
貢
献
を
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
古
典
中
国
の
伝
統
に
お
い
て

展
開
さ
れ
た
政
治
的
か
つ
解
釈
学
的
な
理
論
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
古
典
中
国
の
理
論
は
今
日
の
議
論
に
多
く
の
こ
と
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ピ
ュ
エ
ッ
ト
教
授
略
歴
：
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
明
学
部
教
授
（
中
国
史
担
当
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ク
ラ
イ
ン
講
座
）。
シ
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カ
ゴ
大
学
の
人
類
学
部
で
学
び
、
一
九
九
四
年
に
博
士
号
を
取
得
し
た
。
主
要
著
作
に
、『
創
造
の
両
義
性
―
―
古
代
中
国
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
作
為
』（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、『
神
と
な
る
―
―
古
代
中
国
に
お
け
る
宇
宙
論
、
犠
牲
、
自
己
神
化
』（
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）、
ア
ダ
ム
・
B
・
セ
リ
グ
マ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
P
・
ウ
ェ
ラ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
J
・
ピ
ュ
エ
ッ
ト
、
ベ
ネ
ッ

ト
・
サ
イ
モ
ン
『
礼
と
そ
の
帰
結
―
―
真
摯
さ
［
誠
］
の
限
界
に
つ
い
て
』（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ン
・
グ
ロ
ス
＝
ロ
ー
と
の
共
著
『
ハ
ー
バ
ー
ド
の
人
生
が
変
わ
る
東
洋
哲
学
』（
熊
谷
淳
子
訳
、
早
川
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
日
本
で
も

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
マ
ー
ル
「
シ
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
言
語
科
学
ま
で
─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
国
語
学
の
多
様
性
」

こ
こ
で
は
ま
ず
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
国
研
究
に
お
け
る
学
術
領
域
の
あ
り
方
、主
な
学
会
の
特
色
、高
等
教
育
機
関
・
研
究
機
関
の
研
究
環
境
を
概
観
す
る
。

そ
の
上
で
、
中
国
語
学
と
い
う
学
術
分
野
に
お
け
る
二
十
年
来
の
動
き
を
振
り
返
る
。
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
、
中
国
語
学
に
お
け

る
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
詳
細
に
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
繋
が
り
古
典
学
と
も
接
点
の
多
い
中
国
語
学
の
分
野
か
ら
、
方
法
論
に
し
て
も

研
究
課
題
に
し
て
も
言
語
科
学
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
た
方
が
よ
い
中
国
語
学
の
分
野
に
ま
で
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
幅
広
い
研
究
が
い

か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
と
直
面
す
る
問
題
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

ラ
マ
ー
ル
教
授
略
歴
：IN

A
LCO

（Institut�national�des�langues�et�civilisations�orientales

）
教
授
。IN

A
LCO

の
副
所
長
を
二
〇
一
三
年

か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
務
め
る
。
前
職
は
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
教
授
で
あ
る
。
中
国
語
学
を
フ
ラ
ン
ス
・
日
本
・
中
国
の
観
点
か
ら
論
じ
て

い
る
。
主
要
著
作
に
、『
客
家
語
の
文
法
と
語
彙
―
バ
ー
ゼ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
図
書
館
の
歴
史
資
料
』（
ヒ
ラ
リ
ー
・
チ
ャ
ペ
ル
と
の
共
著
、EH

ESS

、

二
〇
〇
五
年
）、『
漢
字
圏
の
近
代
―
こ
と
ば
と
国
家
』（
村
田
雄
二
郎
と
の
共
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、『
こ
こ
ろ
と
言
葉
―
進
化
と

認
知
科
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
長
谷
川
寿
一
、
伊
藤
た
か
ね
と
の
共
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

司
会　

中
島　

隆
博
（
東
京
大
学
）

ピ
ュ
エ
ッ
ト
教
授
の
講
演
は
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
。講
演
原
稿
の
日
本
語
訳
を
準
備
い
た
し
ま
す
。ラ
マ
ー
ル
教
授
の
講
演
は
日
本
語
で
行
わ
れ
ま
す
。
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研
究
発
表

書
店
展
示

日
曜
日
受
付

土
曜
日
受
付

各
種
委
員
会

記
念
撮
影

懇
親
会

理
事
会
・
評
議
員
会

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

総
会

土
曜
日

各
種
委
員
会

記
念
撮
影

大会会場案内図

大会会場案内図

号館

土曜日受付 

大会委員会
将来計画特別委員会 選挙管理委員会

広報委員会

研究推進・国際交流委員会

論文審査委員会

出版委員会

土曜日手荷物預かり
記念撮影 

1 号館　1F

West　B1F

East　2F

WC

WC

レクチャーホール

オープンスペース
アリーナ

MMホール

カフェテリア
KOMOREBI

EV

第四会場
開会式・閉会式
雨天時記念撮影

休憩室・弁当配布

K211

K212

第一会場

K214

K213

EV

第三会場

第二会場

書店・
出版社展示

Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ

Ｗ
Ｃ

East　1F

EV

日曜日受付
日曜日手荷物預かり

WC

WC

WC

レクチャーホール

オープンスペース
アリーナ

MMホール

カフェテリア
KOMOREBI

EV

第四会場
開会式・閉会式
雨天時記念撮影

休憩室・弁当配布

K211

K212

第一会場

K214

K213

EV

第三会場

第二会場

書店・
出版社展示

Ｗ
Ｃ

Ｗ
Ｃ
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〇旧前田家本邸　洋館・和館
電話番号：03︲3466︲5150
休館日：月曜日・火曜日（祝日を除く）
開館時間：9：00 ～ 16：30
会場からのアクセス：徒歩約 9分

③松濤美術館
10 月 6 日（土）～ 11 月 25 日（日）
「林原美術館所蔵　大名家の能装束と能面」
住所：渋谷区松濤 2丁目 14︲14
電話番号：03︲3465︲9421
休館日：月曜日（祝日を除く）、祝祭日の翌日（土日を除く）
開館時間：10：00 ～ 18：00（金曜のみ 20：00 まで）
会場からのアクセス：徒歩約 10 分　または京王井の頭線神泉駅
下車徒歩約 5分

①日本民藝館
9 月 11 日（火）～ 11 月 23 日（金）
「白磁」
住所：目黒区駒場 4︲3︲33
電話番号：03︲3467︲4527
休館日：月曜日（祝日を除く）
開館時間：10：00 ～ 17：00
会場からのアクセス：徒歩約 7分

②駒場公園
住所：目黒区駒場 4︲3︲55
〇日本近代文学館
9 月 1 日（土）～ 10 月 6 日（土）
「浅草文芸、戻る場所」
電話番号：03︲3468︲4181
休館日：日曜日・月曜日、第４木曜日
開館時間：9：30 ～ 16：30
会場からのアクセス：徒歩約 9分

近隣案内（昼休みの散策にご利用ください。）

①日本民藝館
月 日 火 ～ 月 日 金
「白磁」
住所：目黒区駒場
電話番号：
休館日：月曜日（祝日を除く）（※西館（旧柳宗悦邸）は第二第三水曜・土曜のみ公開）
開館時間：
会場からのアクセス：徒歩約 分

②駒場公園
住所：目黒区駒場
〇日本近代文学館
月 日（土）～ 月 日（土）
「開館 周年 漱石、芥川、太宰から現代作家まで―近代文学、再発見！」
電話番号：
休館日：日曜日・月曜日、第４木曜日
開館時間： ： ：
会場からのアクセス：徒歩約 分

〇旧前田家本邸 洋館（東京都近代文学博物館）
電話番号：
休館日：月曜日・火曜日（祝日を除く）

正門

炊
事
門西

門

駒場東大前

手
通
り

駒場公園 駒場Ⅰキャンパス
（会場）

日本近代文学館
旧前田家本邸

松濤美術館

山
手
通
り

神泉

日本民藝館

松涛二丁目交差点

京王井の頭線

尊經閣文庫

炊
事
門

近隣案内（昼休みの散策にご利用ください）
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申し込み期限は、9月 26 日（水）です。期限を過ぎてのお申
し込みや、事前申し込みなしでのご利用はできませんので、ご
承知おきください。
・予約の変更
キャンセルや時間の変更などは、お早めにご連絡ください。

当日の急な発病などによる変更でも、できる限り対応致します。

３．当日の諸注意
・受付
大会受付に、託児窓口を設けます（１日目と２日目とで受付

の場所が異なりますので、ご注意ください）。料金をお支払いい
ただいた後、担当者が託児室までご案内致します。
・お持ちもの
1．�保護者の身分証明書（運転免許証、健康保険証、母子手帳等）
2．�あらかじめお送りする「託児利用申込書」（前もってご記
入ください）・「保護者の皆様へ」（資料）

3．�託児に必要なもの（お食事・お飲み物・おやつ・ミルク・
哺乳瓶・おむつ・着替え等）

・お迎え
原則としてお預けと同じ方でお願い致します。再度受付にお

越しください。身分証明書をご呈示いただきます。託児室へは、
担当者が同伴致します。
・ご注意
熱がある場合、体調不良の場合は、お預かりできないことが

あります。ご了承ください。
その他、あらかじめお送りする「保護者の皆様へ」をご覧く

ださい。

４．お問い合わせ先
大会準備会：japansinology70@gmail.com
ご不明の点はご遠慮なくお問い合わせください。

託児室のご案内

今大会では託児室を設置致します。希望される会員は以下の
要領でお申し込みください。

１．概要
・ご利用資格
本大会に参加される会員で、満 2ヶ月から小学生までのお子
様をお持ちの方。
・委託業者
日本中国学会が、下記のベビーシッター業者と契約して業務
を委託します。
　株式会社　ポピンズ
　〒 150-0012　東京都渋谷区広尾 5-6-6　広尾プラザ 5F
　Tel：03-3447-2100　Fax：03-3447-1812

・開設時間
10 月 6 日（土）　9：30 ～ 18：00
10 月 7 日（日）　9：30 ～ 16：00

・開設場所
駒場キャンパス内に開設します。当日受付時にご案内致します。
・ご負担額（当日、受付にてお支払いください）
半日（午前のみ、もしくは午後のみ）：1,500 円
全日：3,000 円

・保険
万が一の事故に備え、委託業者が保険に加入しています。補
償については、保険会社の規定の範囲内となります。
なお、日本中国学会並びに東京大学は、事故等に対する責任
を負いかねます。

２．お申し込み
・予約方法
振込用紙での申し込みは受け付けておりません。
大会準備会にメールで、①ご希望の日時、②お子様の人数と
年齢、③申込者氏名、④携帯電話番号をお知らせください。また、
お子様にアレルギーがある場合は、⑤アレルギー物質に関する
情報をあわせてお知らせください。折り返し、メール添付にて
書類をお送り致します。


